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　志賀町で獲れる甘エビは、標準和名ホッコクアカ
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　エビの腹が青いのは卵です。食べるとプチプチし
た食感がたまりません。１月には、県内では志賀町
だけで行われているエビかご漁が解禁になり、名物
となっている生きたままパック詰めしたエビを購入
できます。ぷりっぷり甘エビをご賞味ください。
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平
成
20
年
を
振
り
返
り

年
は
、
暫
定
税
率
問
題
、
後
期
高

齢
者
医
療
問
題
、
福
田
首
相
の
突

然
の
辞
任
、
衆
議
院
解
散
問
題
、
定
額
給

付
金
の
是
非
な
ど
で
国
内
政
治
は
ま
す
ま

す
混
迷
を
深
め
、
経
済
に
お
い
て
も
一
年

を
通
し
て
の
原
油
高
に
伴
う
物
価
の
高

騰
、
世
界
的
な
経
済
不
況
に
よ
る
雇
用
不

安
な
ど
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
厳
し
い
一

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
志
賀
町
で
は
、
能
登
半

島
地
震
か
ら
の
復
興
や
第
１
次
志
賀
町
総

合
計
画
に
掲
げ
る
各
種
事
業
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

「
復
旧
」
か
ら
「
復
興
」
へ

災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
地

震
発
生
直
後
に
は
、
道
路
、
上
下

水
道
、
公
共
施
設
の
修
復
や
取
り
壊
し
た

瓦
礫
の
撤
去
な
ど
の
「
復
旧
」
を
最
優
先

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、
復
旧

か
ら
一
歩
前
進
し
て
、「
復
興
」
を
テ
ー

マ
と
い
た
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
面
で
は
災

害
復
旧
工
事
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ソ

フ
ト
面
で
は
、
被
災
世
帯
へ
の
災
害
見
舞

金
や
利
子
補
給
、
ま
た
地
震
の
影
響
に
よ

り
一
昨
年
は
や
む
を
得
ず
中
止
と
い
た
し

ま
し
た
「
や
っ
ち
ゃ
祭
り
」
や
各
種
の
復

興
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
盛

大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
全
面
開
局

併
後
の
最
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
ま
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

が
完
成
し
、
10
月
に
は
全
面
開
局
す
る
こ

の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
、
新
規
進
出
企

業
や
進
出
に
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
い

た
企
業
も
あ
り
、
引
き
続
き
誘
致
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
民
生
活
の
基
盤
整
備

活
基
盤
整
備
事
業
で
は
、
引
き
続

き
上
下
水
道
や
幹
線
道
路
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
関
連
で
は
高
浜

町
地
内
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
開
所
、

高
齢
者
福
祉
住
宅
の
着
工
な
ど
の
施
設
整

備
を
行
い
、
各
種
の
子
育
て
支
援
策
も
継

続
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

世
界
経
済
や
国
内
の
政
治
情
勢
の
混
迷

が
あ
り
、
全
国
的
に
厳
し
い
地
方
財
政
を

考
え
ま
す
と
、十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

志
賀
町
と
し
て
は
比
較
的
順
調
な
一
年
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

、
志
賀
町
は
志
賀
原
子
力
発
電
所

に
よ
る
固
定
資
産
税
の
収
入
が
あ

り
、
一
時
的
に
財
政
は
好
転
し
て
い
ま
す

が
、
年
々
減
少
と
な
り
、
国
か
ら
の
交
付

金
で
あ
る
地
方
交
付
税
も
減
少
傾
向
で
あ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
開
局
し
た
ば
か

り
で
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
安
全
を
守
る
防
災
機
能
も
あ
わ
せ

て
、
よ
り
有
効
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

若
者
定
住
の
推
進

者
定
住
の
目
玉
事
業
と
し
て
西
山

台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
宅
地
造
成
工
事

に
着
手
し
、
予
約
受
付
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
、
た
い
へ
ん
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
能
登
中
核
工
業
団
地
な
ど
へ
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志賀町
る
こ
と
か
ら
、
今
後
厳
し
い
財
政
運
営
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
秋
に
実
施
い
た
し

ま
し
た
各
地
区
で
の
「
町
政
懇
談
会
」
で

の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望
に

で
き
る
だ
け
お
応
え
し
、
第
一
次
志
賀
町

総
合
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
着
実
に
推
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
」
こ
と
を
常
に
念
頭

に
置
き
、
各
種
の
事
業
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
町
で
は
将
来
に
向
け
て
持
続
可
能

な
足
腰
の
強
い
自
治
体
を
目
指
し
て
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま

す
。

西
山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
整
備
事
業

山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
宅
地
造
成
工

事
は
、
第
１
期
工
事
に
つ
い
て
夏

ご
ろ
に
工
事
を
完
了
し
、
平
成
22
年
春
に

は
予
約
者
の
住
宅
建
設
が
可
能
と
な
る
見

通
し
で
す
。
ま
た
隣
接
地
に
は
、
防
災
拠

点
施
設
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、
志
賀
消

防
署
を
核
に
し
た
防
災
公
園
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、
消
防
団
訓

練
場
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

快
適
な
住
環
境
整
備
事
業

環
境
整
備
事
業
と
し
て
道
路
の
整

備
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
長
い

間
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
都
市

計
画
街
路
福
野
神
代
線
今
市
橋
の
上
部
架

橋
工
事
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
、
鹿
頭

酒
見
線
の
改
良
延
伸
な
ど
幹
線
町
道
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
・
県
道
に
つ

い
て
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
が
向
上

す
る
よ
う
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

四
月
に
公
共
下
水
道
富
来
処
理
区
の
供
用

開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
未
整

備
地
域
に
つ
い
て
も
順
次
計
画
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
率
を
統
一

成
17
年
９
月
の
合
併
以
来
、
街
灯

の
電
気
料
や
農
林
水
産
事
業
の
地

元
負
担
な
ど
、
不
均
一
で
あ
っ
た
負
担
金

等
に
つ
い
て
一
元
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
固
定
資

産
税
率
の
統
一
を
協
定
よ
り
１
年
前
倒
し

に
し
て
、
平
成
21
年
度
課
税
分
か
ら
適
用

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢・未来の創造
～ 笑顔あふれる

　　能登ふれあいの郷 ～
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住
民
福
祉
の
向
上
と

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

在
、
平
成
21
年
度
の
予
算
編
成
時

期
で
あ
り
、
個
々
具
体
的
な
事
業

は
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
福

祉
向
上
と
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

海
の
向
こ
う
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
オ
バ

マ
次
期
大
統
領
が
「
チ
ェ
ン
ジ
・
変
革
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
私
を

は
じ
め
職
員
一
同
も
意
識
改
革
を
進
め
、

真
に
町
民
の
た
め
の
行
政
を
心
が
け
、
志

賀
町
発
展
の
た
め
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
21
年
が
志

賀
町
に
と
っ
て
も
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

良
い
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
21
年　

元
旦

　
　
　

志
賀
町
長　
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平成 20年度上半期　財政事情の公表
　「財政事情の公表」とは、町の財政がどのように運営されていくかを知ってもらうために、年２回に分け
て公表するものです。今回は平成 20年度上半期（４月から９月まで）の収支の状況をお知らせします。

①予算の執行状況（H20.9.30 現在）                                  （単位：千円、％）

②わたしたちの財産                                 

平成２０年度の主な事業                                 

                                 （単位：千円、％）

会　計　名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 地方債残高
一 般 会 計 14,590,196 6,782,819 46.49 4,816,250 33.01 17,065,118
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,912,142 977,390 33.56 1,269,103 43.58 ―
老 人 保 健 特 別 会 計 365,495 255,796 69.99 276,268 75.59 ―
農業集落排水事業特別会計 738,436 36,340 4.92 224,365 30.38 4,294,088
公共下水道事業特別会計 1,853,393 53,739 2.90 322,095 17.38 5,445,213
地域し尿処理施設整備事業特別会計 50,739 9,845 19.40 15,891 31.32 308,886
介 護 保 険 特 別 会 計 2,494,587 1,086,387 43.55 947,234 37.97 ―
診 療 所 事 業 特 別 会 計 163,643 79,755 48.74 62,612 38.26 ―
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 25,729 5,452 21.19 10,776 41.88 121,692
ケーブルテレビ事業特別会計 1,354,910 55,753 4.11 17,275 1.27 1,231,000
後期高齢者医療特別会計 301,207 97,611 32.41 93,257 30.96 ―

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

水 道 事 業
収 入

予算額 収入済額 収入率 予算額 収入済額 収入率
683,947 306,567 44.82 160,454 0 0

支 出
予算額 支出済額 支出率 予算額 収入済額 支出率
644,496 127,224 19.74 734,032 77,558 10.57 

企業債残高 2,796,791

病 院 事 業
収 入

予算額 収入済額 収入率 予算額 収入済額 収入率
1,209,655 488,834 40.41 68,068 300 0.44

支 出
予算額 支出済額 支出率 予算額 収入済額 支出率
1,285,894 510,300 39.68 164,581 85,475 51.93

企業債残高 2,603,878

建 物 3,621,101　㎡
土 地 204,621　㎡
株式社債権等 6,559 千円
出資による権利 423,339 千円
基 金 7,009,437 千円

西山台ニュータウンの造成工事風景 富来小学校体育館新築工事風景

水道事業の資本的収支不足額△ 573,578 千円
うち 428,079 千円は過年度分損益勘定留保資金、減債積立金
129,000 千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額 16,499 千円で補填する。

病院事業の資本的収支不足額△ 96,513 千円
過年度分損益勘定留保資金で補填する。
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12
月
31
日
（
水
）
か
ら
１
月
３
日
（
土
）
は

運
休
と
な
り
ま
す
。

①
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
県
道
や
町
道
、

バ
ス
の
反
転
場
所
な
ど
で
の
違

法
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
②
例
年
降
雪
に
よ
り
、
竹
や
立
木

な
ど
が
道
路
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、

通
行
障
害
と
な
っ
て
い
る
場
所

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　

そ
の
場
合
、
地
権
者
が
伐
採

な
ど
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
原

則
と
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

想
定
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
区
長

さ
ん
か
ら
地
権
者
に
お
話
し
い

た
だ
き
、
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
降
雪
や
凍
結
な
ど
で
道
路
状
況

が
危
険
な
場
合
、
運
行
ル
ー
ト

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　
　

ま
た
、
ダ
イ
ヤ
が
遅
れ
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
ご
理

解
願
い
ま
す
。　

　

今
回
、
与
党
に
お
い
て
決
定
さ
れ

た
「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
へ
ご
連
絡
や
給
付
を

行
う
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
な
給
付
の
方
法
な
ど
が
決
ま
り
次

第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
「
定
額
給
付
金
」
に
関

し
て
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

●
町
や
総
務
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ

ん
。

●
町
や
総
務
省
な
ど
が
「
定
額
給
付

金
」
の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
現
時
点
で
、
町
や
総
務
省
な
ど
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や

銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
町
や
総
務

省
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話

や
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
最

寄
り
の
警
察
署
（
警
察
相
談
電
話

（
＃
９
１
１
０
））に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

◎
年
末
年
始
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　

運
行
に
つ
い
て

　

◎
冬
期（
積
雪
時
）の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　

運
行
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の

　

詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　コミュニティバスが安全に
　運行するためのお願い

　お問い合せ先　企画財政課　℡　32-1111㈹　　    　  



分限・懲戒処分の状況

（ ）分限処分の状況

公務災害などの状況

職員の健康診断等受診の状況

区 分
受 診 者

平成 年度 平成 年度

定期健康診断 人 人

胃 部 検 診 人 人

大腸がん検診 人 人

肺 が ん 検 診 人 人

区 分
受 診 者

職員の福祉の増進と行政能率の向上を図るため、労働
安全衛生法及び志賀町職員安全衛生管理規程に基づき健
康診断を実施し、職員の健康管理を図っています。

研修の状況

（ ）町研修会・講習会
（平成 年度）

（ ）一般職員の年次有給休暇の取得状況

勤務時間そのほか勤務条件

（ ）勤務時間の概要（窓口業務職員、一部施設勤務職員を除く。）

開 始 時 刻 午前 時 分

休 憩 時 間 正午 午後 時

終 了 時 刻 午後 時 分

週間の勤務時間 時間

勤務を要しない日 土曜日・日曜日

開 始 時 刻

休 憩 時 間

終 了 時 刻

週間の勤務時間

勤務を要しない日

平成 年 平成 年

日 日

平成 年 平成 年

区分 育児休業 部分休業 短時間勤務

男性 人 人 人

女性 人 人 人

計 人 人 人

区分 育児休業 部分休業 短時間勤務

研修会名 開催回数 受講者数

新採職員研修 回 人

法制執務研修 回 人

接 遇 研 修 回 人

勤務評定者研修 回 人

普通救命士講習会 回 人

その他研修会 回 人

合 計 回 人

研修会名 開催回数 受講者数

（ ）派遣研修
（平成 年度）

研修区分 期 間 受講者数

石 川 県 年間 人

石川県市町村職員研修所 日 日間 人

全国国際文化研修所 日間 人

その他研修機関 日 日間 人

羽 咋 郡 市 会 回 人

合 計 ─ 人

研修区分 期 間 受講者数

お問い合わせ 総務課

職員が公務災害、通勤災害を受けた場合に、受けた災害
に対する補償を迅速かつ公正に行い、併せて社会復帰の促
進、職員及びその遺族の援護を行う制度です。

職員の勤務能率・資質の向上のため、各種研修会の開
催、職員研修所などへの派遣を実施しています。

分限処分は、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合
など、職責を充分に果たせないなどの一定事由がある場合、その
職員に対して行われる処分です。

懲戒処分は、職員に非違行為があった場合や職務を怠った場
合、非行があった場合になされる処分です。

職員は 歳に満たない子を養育するため、 歳に達する日ま
で育児休業を取得することができます。

職員は小学校の就学の始期に達するまでの子を養育するため、
部分休業の取得や当該職員が希望する日及び時間において勤務
できる育児短時間勤務をすることができます。

年次有給休暇は 年につき 日付与されます。残日数
は 日を限度として翌年に繰り越すことができます。

（ ）育児休業・部分休業、育児短時間勤務の状況
（平成 年度）

（ ）懲戒処分の状況

区分 降任 免職 休職 降給

平成 年度 人 人 人 人

平成 年度 人 人 人 人

区分 降任 免職 休職 降給

区分 戒告 減給 停職 免職

平成 年度 人 人 人 人

平成 年度 人 人 人 人

区分 戒告 減給 停職 免職

区分 公務災害 通勤災害 計

平成 年度 件 件 件

平成 年度 件 件 件

区分 公務災害 通勤災害 計



人件費には、一般職の職員の給料や職員手当のほか、町長、副町
長、議員など特別職に属する職員の給料や報酬などを含みます。
人口は、平成 年 月 日現在の住民基本台帳に基づいて記載
しています。

職員数
給 与 費 一人当たり

給与費
給 料 職員手当

期末・
勤勉手当

計

人 千円 千円 千円 千円 千円

職員数
給 与 費 一人当たり

給与費
給 料 職員手当

期末・
勤勉手当

計

総 括
（ ）人件費（平成 年度・普通会計決算）

人口
（ 年度末）

歳 出 額 実質収支 人 件 費 人件費率

人 千円 千円 千円 ％

人口
（ 年度末）

歳 出 額 実質収支 人 件 費 人件費率

（ ）職員給与費（平成 年度普通会計決算）

職員手当には、退職手当は含まれていません。
町長、副町長、議員などの特別職の給料、報酬などは含まれて
いません。

職員の平均給料月額、初任給

（ ）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

【一般行政職・技能労務職】 （平成 年 月 日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 歳 ヵ月 円 円

技能労務職 歳 ヵ月 円 円

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

平均給料月額 とは、一般行政職及び技能労務職の職員の基
本給（給料月額）の平均です。
平均給与月額 とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住
居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものの平均です。

町職員の給与は、国家公務員や民間企業とのバランスを考慮して給与条例などで定めら

れています。その内容や人事行政の運営の状況、取り組みについて、より公平性と透明性

を高めるため、広く町民の皆様にお知らせします。

町職員の給与などを公表します町職員の給与などを公表します

区 分 給料 報酬月額 期末手当

町 長 円
月期 月分

月期 月分

計 月分
（平成 年度支給割合）

副 町 長 円

議 長 円

副 議 長 円

議会議員 円

区 分 支給割合 加算措置

期末手当 月分 職制上の段階、職務
の級等による加算
・役職加算 ％ ％勤勉手当 月分

区 分

期末手当

勤勉手当

期末・勤勉手当
期末手当・勤勉手当 （平成 年度支給割合）

特別職の報酬
特別職のうち町長、副町長、議会議員の給料、
報酬、期末手当 （平成 年 月 日現在）

職員数の状況
（ ）部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年 月 日現在）

部 門 平成 年 平成 年 増減数

一般行政部門 人 人 人

教育部門 人 人 人

公営企業会計等 人 人 人

合 計 人 人 人

部 門 平成 年 平成 年 増減数

教育長を含みます。
【主な増減理由】
・組織機構の改革及び事務事業の見直しに伴う減
・退職者の不補充による減

区 分 一般行政職 技 能 職

大 学 卒 円 ─ 円

高 校 卒 円 円

中 学 卒 ─ 円 円

区 分 一般行政職 技 能 職

（ ）職員の初任給の状況

【一般行政職・技能職】 （平成 年 月 日現在）

平成 年 月 日

職員数
平成 年 月 日

職員数 純減数 純減率

人 人 人 ％

平成 年 月 日

職員数
平成 年 月 日

職員数 純減数 純減率

（ ）定員管理の数値目標（全会計）

平成 年 月 日 平成 年 月 日に
おける定員管理の数値目標



　

平
成
21
年
１
月
か
ら
月
の
途
中
で
75
歳
と
な
る
人
に
つ
い
て
、
誕
生
日
前
の

医
療
保
険
制
度
（
国
保
・
社
保
等
）
と
誕
生
日
後
の
長
寿
医
療
制
度
に
お
け
る

自
己
負
担
限
度
額
は
本
来
額
の
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
年
金
天
引
き
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
人
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
（
①
国
保
税

を
納
め
忘
れ
の
な
か
っ
た
人
（
世
帯
主
）、
②
年
金
収

入
が
１
８
０
万
円
未
満
の
人
で
、
世
帯
主
ま
た
は
、
配

偶
者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
支
払
う
人
）、
口
座
振
替
に

よ
る
保
険
料
の
納
付
が
可
能
で
し
た
が
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
口
座
振
替
と
年
金
か
ら
の
支
払
い
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
１
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
す
る
と
、
平
成

21
年
４
月
分
の
年
金
か
ら
の
支
払
い
が
中
止
さ
れ
、
４

月
か
ら
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
支
払
う
保
険
料
の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。）

　

口
座
振
替
で
の
支
払
い
を
希
望
す
る
人
は
、
住
民
課
ま

た
は
富
来
支
所
総
合
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
等
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
年
金
天
引
き
に
よ
り
保
険
税
を
納
付
し
て
い

る
人
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
口
座
振
替

に
よ
る
保
険
税
の
納
付
が
可
能
で
し
た
が
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
口
座
振
替
と
年
金
か
ら
の
支
払
い
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
１
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
す
る
と
、
平
成

21
年
４
月
分
の
年
金
か
ら
の
支
払
い
が
中
止
さ
れ
、
７

月
か
ら
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
支
払
う
保
険
税
の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。）

　

口
座
振
替
で
の
支
払
い
を
希
望
す
る
人
は
、
税
務
課
ま

た
は
富
来
支
所
税
務
課
分
室
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
等
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

75
歳
到
達
月
の
負
担
限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

【
例
】
２
月
に
75
歳
と
な
る
人
で
自
己

　
　
　

負
担
限
度
額
が
一
般
の
場
合

　
　
　

外
来
（
個
人
単
位
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
，
０
０
０
円

　
　
　

外
来
＋
入
院
（
世
帯
単
位
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
，
４
０
０
円

自  

己  

負  

担  

限  

度  

額

外
来(

個
人
ご
と)

入
院
と
外
来
が
あ
る
場
合(

世
帯
ご
と)

現
役
並
み
所
得
者

（
一
定
以
上
）

４
４
，
４
０
０
円
　
　

８
０
，
１
０
０
円　

　
　
　

＋
１
％(

４
４
，
４
０
０
円
注)

一　
　

般

１
２
，
０
０
０
円

４
４
，
４
０
０
円

低
所
得
者

 (

住
民
税　

   

非
課
税)

Ⅰ

８
，
０
０
０
円

２
４
，
６
０
０
円

Ⅱ
年
金
収
入　

80
万
円
以
下

１
５
，
０
０
０
円

(    ) 内の金額は、多数該当 ( 過去 12 ヵ月に 3回以上
高額療養費の支給を受け4回目の支給に該当)の場合。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
方
法

が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
方
法
が

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

75
歳
以
上
自
己
負
担
限
度
額

長
寿
医
療
制
度

　
　
の
お
知
ら
せ



国
民
年
金 

の 

お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

期
間
（
厚
生
年
金
等
に
加
入
し

た
期
間
、
厚
生
年
金
加
入
者
等

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
３
号
被
保

険
者
期
間
を
含
む
）
や
保
険
免

除
期
間
な
ど
を
あ
わ
せ
て
25
年

以
上
の
人
が
65
歳
か
ら
生
涯
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
納
め
る
こ
と
に
よ

り
満
額
の
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
た

期
間
や
免
除
承
認

期
間
の
違
い
に

よ
っ
て
年
金
額
が

違
っ
て
き
ま
す
。

25
年
に
満
た
な
い０円

25
年　

全
額
免
除

16
万
５
０
０
０
円

15
年　

納
付

25
年　

全
額
免
除

46
万
２
１
０
０
円

15
年　

未
納

25
年　

納
付

49
万
５
１
０
０
円

40
年
納
付

79
万
２
１
０
０
円　

差額は 年額約３０万円！
65歳から満84歳までの平均余命で換算すると

約30万円×約20年　⇨ 約600万円 の差が生じます
　　国民年金の制度に関する問い合せ相談は
　　　七尾社会保険事務所（0767-53-6511）または、役場住民課国保年金係（32-9121）

○
住
基
カ
ー
ド
と
は
・・

　

正
式
名
称
は「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

と
い
い
、
IC
チ
ッ
プ
を
組
み
込
ん
だ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
の
高
い
カ
ー
ド
で
す
。

　
「
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
と
「
顔

写
真
な
し
住
基
カ
ー
ド
」
の
２
種
類
が
あ

り
、
ど
ち
ら
か
希
望
す
る
カ
ー
ド
を
選
択

で
き
ま
す
。

○
住
基
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
と
・・・

・
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分

　

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

・
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
の
窓
口
で
も
住

　

民
票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

・
転
入
転
出
手
続
き
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す

・
行
政
手
続
き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請

　

が
で
き
ま
す
（
例
：
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）

電子申請（例：ｅ -Tax）のご
利用に当っては「電子証明書」
が必要になります

○電子証明書とは・・・
安心してインターネットを通じ
て国や地方の行政機関が行う電
子申請・届出等の行政サービス
を受けるために利用するもの
○電子証明書の取得方法
住基カード取得後に下記の書
類を提出してください。申請に
より電子証明書を住基カードに
格納して交付します

 ・申請書　・認印
 ・写真付きの官公署が発行した
　身分証明書
 ・手数料 500 円

○
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
方
法

志
賀
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
希
望
す
る
人

に
交
付
し
ま
す
。

❖
必
要
書
類
❖

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

・
認
印

・
写
真
付
き
の
官
公
署
が
発
行
し
た
身
分

　

証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

・
手
数
料
500
円

・
顔
写
真
（
正
面
・
無
帽
・
無
背
景
で
縦
4.5
×
横
3.5
）

　

※
顔
写
真
付
き
タ
イ
プ
を
希
望
の
場
合

　

代
理
人
に
よ
る
申
請
お
よ
び
受
け
取
り
を
希

　

望
す
る
人
は
、
事
前
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
交
付
ま

で
は
、
約
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

申
請
・
交
付
窓
口

　

役
場
住
民
課

　
　
　

☎
32-

１
１
１
１

　

富
来
支
所
総
合
窓
口
係

　
　
　

☎
42-

１
１
１
１

ｅ ‒Ｔａｘでの確定
申告を希望する人で
住基カードをお持ち
でない方は早めに手
続きしてください

　

住
基
カ
ー
ド
を
ご
存
知
で
す
か

(　

　)



特
定
健
診　
は　
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

市
町
村
国
保
の
目
標
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

 

①
特
定
健
診
受
診
率
を
、
平
成
24
年
度
ま
で
に

65
％
以
上
に
す
る
こ
と
。

②
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
（
対
象
者
の
参
加

率
）
を
平
成
24
年
度
ま
で
に
45
％
以
上
に
す

る
こ
と
。

③
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
お

よ
び
予
備
群
の
減
少
率
を
、
平
成
24
年
度
ま

で
に
10
％
以
上
に
す
る
こ
と
。

場
合
は
、
医
療
保
険
者
が
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」（
平
成
20
年
４
月
施
行
）
に
支
払
う
負

担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

受
診
率
が
増
え
な
け
れ
ば
、
皆
さ
ん
が
支
払

う
保
険
料
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
受
診
が
大
切
で
す
!

★
20
年
度
の
受
診
状
況
は
？

　

平
成
20
年
度
国
保
被
保
険
者
の
受
診
率
は

29
％
で
、
目
標
の

受
診
率
を
目
指
す

の
は
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
に
一
度
は
必

ず
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

い
ま
や
死
亡
原
因
の
約
６
割
を
生
活
習
慣
病
が
占
め
、医
療
費
に
占
め
る
割
合
も
、

国
民
医
療
費
の
約
３
分
の
１
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
増
え
続
け
る
国
民
医
療
費
を
抑

制
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
持
続
す
る
こ
と
と
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
健
康
寿
命
を

延
す
た
め
に
、
一
定
の
目
標
を
定
め
て
特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
（
医
療
保
険
者

の
責
任
に
お
い
て
40
〜
74
歳
の
加
入
者
を
対
象
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

★
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

　

皆
さ
ん
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
特
定
健
診
受
診
率
を
５
年
後
の
平
成

24
年
ま
で
に
65
％
以
上
を
達
成
で
き
な
か
っ
た

　

　志賀町国民健康保険

各
医
療
保
険
者
へ
特
定
健
診
な
ど
に

　
　
　

成
績
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
！

高　浜 志加浦 堀　松 上熊野 土　田 加　茂 下甘田 中甘田
26.7% 24.7% 29.8% 15.9% 26.9% 25.1% 27.2% 17.7%
福浦港 熊　野 富　来 稗　造 東増穂 西増穂 西　海 西　浦
32.4% 26.7% 39.1% 32.9% 31.8% 33.6% 31.7% 40.8%

〔地区別の受診状況〕平成 20年度国保被保険者の受診状況 (40 ～ 74 歳 )

シ
リ
ー
ズ
１



法
人
お
よ
び
個
人
が
所
有
し
て
い
る
償
却

資
産
は
、地
方
税
法
第

条
の
規
定
に

よ
り
毎
年

月

日
ま
で
に
そ
の
内
容
を
申

告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

提
出
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
義
務
者
と
は
…

平
成

年

月

日
現
在
、
志
賀
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
。

前
年
度
申
告
し
た
人
へ
は
既
に
申
告
書
等
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
者
な
ど
で
今
年
度
初
め
て
申
告
す

る
人
は
税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。申

告
記
載
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資

産
と
は
…

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資
産

で
現
に
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
も
の
お
よ
び

事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
（
た

だ
し
、
電
話
加
入
権
、
漁
業
権
、
特
許
権
そ
の

他
の
無
形
減
価
償
却
資
産
は
除
く
。）
を
い
い
、

そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
費
が
、
法

人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得

の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入

申
告
期
限

平
成

年

月

日
（
月
）

機
械
お
よ
び
装
置
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て

平
成

年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
耐
用
年

数
省
令
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

機
械
お
よ
び

装
置

を
中
心
に
、
資
産
区
分
の
見
直
し
、
耐

用
年
数
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
の
申
告
以
降
、
過
去
に
申
告
し

た

機
械
お
よ
び
装
置

も
含
め
て
、
改
正
後

の
耐
用
年
数
で
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

過
去
に
申
告
し
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
資
産

取
得
時
に
遡
っ
て
再
評
価
を
行
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

税
務
課
資
産
税
係
ま
で

（
直
通
）

種

類

主
な
償
却
資
産
の
具
体
例

構
築
物

発
・
変
電
設
備
、
駐
車
場
の
フ
ェ

ン
ス
、
舗
装
路
面
、
門
、
庭
園
、

緑
化
施
設
、
広
告
塔
な
ど

機

械
及
び

装

置

工
作
機
械
、
木
工
機
械
、
印
刷
機

械
、
土
木
建
設
機
械
、（
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
、パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
）各

種
産
業
用
機
械
お
よ
び
装
置
な
ど

船

舶

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
漁
船
、
貨
物

船
な
ど

車

両
及
び

運
搬
具

構
内
運
搬
車
、
運
搬
台
車
な
ど

自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

工
具
器
具

及
び

備

品

パ
ソ
コ
ン
な
ど

機
器
、
事
務

机
、
椅
子
、
応
接
セ
ッ
ト
、
ロ
ッ

カ
ー
、
各
種
自
動
販
売
機
、
医
療

機
器
、
測
定
工
具
、
電
話
設
備
、

エ
ア
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
冷
蔵

庫
な
ど

そ
の
他
業
務
用
の
備
品

種

類

主
な
償
却
資
産
の
具
体
例

構
築
物

機

械
及
び

装

置

船

舶

車

両
及
び

運
搬
具

工
具
器
具

及
び

備

品

【
償
却
資
産
の
種
類
と
具
体
例
】

実
地
調
査
協
力
の
お
願
い

税
務
課
で
は
、
地
方
税
法
第

条
及
び

条
に
基
づ
き
、

適
正

か
つ
公
平
な
課
税

に
向
け
た
実
地
調

査
（
事
業
所
を
訪
問
し
て
の
帳
簿
・
現

物
照
合
調
査
お
よ
び
質
問
等
）
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
実
地
調
査
な
ど
に
と
も
な
っ

て
修
正
申
告
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
課
税
年
度
は

現
年
度
だ
け
で
は
な
く
、
資
産
の
取
得

時
期
に
応
じ
て
遡
及
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

申
告
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
・

過
少
の
申
告
を
し
た
場
合
、
ま
た
は
正

当
な
理
由
が
な
く
申
告
を
し
な
い
場
合

は
、
罰
則
規
定
に
よ
り
罰
金
ま
た
は
過

料
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
地
方
税
法

条
、
同

条
）

実
地
調
査
協
力
の
お
願
い

税
務
課
で
は
、
地
方
税
法
第

条
及
び

条
に
基
づ
き
、

適
正

か
つ
公
平
な
課
税

に
向
け
た
実
地
調

査
（
事
業
所
を
訪
問
し
て
の
帳
簿
・
現

物
照
合
調
査
お
よ
び
質
問
等
）
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
実
地
調
査
な
ど
に
と
も
な
っ

て
修
正
申
告
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
の
課
税
年
度
は

現
年
度
だ
け
で
は
な
く
、
資
産
の
取
得

時
期
に
応
じ
て
遡
及
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

申
告
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
虚
偽
・

過
少
の
申
告
を
し
た
場
合
、
ま
た
は
正

当
な
理
由
が
な
く
申
告
を
し
な
い
場
合

は
、
罰
則
規
定
に
よ
り
罰
金
ま
た
は
過

料
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
地
方
税
法

条
、
同

条
）

さ
れ
る
性
格
の
も
の（
法
人
税
又
は
所
得
税
が
課

さ
れ
な
い
者
が
所
有
す
る
も
の
を
含
み
ま
す
。）

税
務
課
か
ら

税
務
課
か
ら



平
成

年
以
降
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成

年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

い
額
が
発
生
し
た
場
合
、
平
成

年

月

日

ま
で
に
、
平
成

年

月

日
現
在
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
へ

市
町
村
民
税
道
府
県
民
税

用
意
す
る
も
の

（

）税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
書

（

様
式
）
お
よ
び
所
得
税
の
確
定
申
告
書

の
手
引
（

様
式
）

（

）筆
記
用
具
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、
電
卓
な
ど

（

）印
鑑

（

）添
付
書
類
と
し
て
必
要
な
も
の

平
成

年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）
の
支
払
額

の
分
か
る
も
の
お
よ
び
国
民
年
金
の
控
除

証
明
書

生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
の
支
払
証
明
書

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
障
害
者
手
帳

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医
療
費
の
領

収
書
（
支
払
額
を
集
計
し
た
も
の
）

右
記
以
外
に
収
入
、控
除
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
分
か
る
も
の

（

）還
付
申
告
の
場
合

還
付
金
の
振
込
先
（
金
融
機
関
お
よ
び
口
座

番
号
の
分
か
る
も
の
）

（
ご
注
意
）

説
明
を
聞
き
な
が
ら
申
告
書
を
作
成
し
て

も
ら
い
ま
す
の
で
、
開
始
時
間
ま
で
に
必
ず

お
越
し
く
だ
さ
い
。

説
明
会
で
は
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

お
よ
び
雑
損
控
除
の
説
明
会
は
し
ま
せ
ん
。

（
申
告
書

様
式
で
申
告
す
る
人
の
説
明
は

し
ま
せ
ん
。）

お
問
い
合
せ

七
尾
税
務
署

個
人
課
税
第

部
門

志
賀
町
役
場

税
務
課
住
民
税
係

平
成

年
度
実
施
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得

税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成

年
か
ら

平
成

年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人
で
、
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年

度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
の
提
出
方
法

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
人

源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
市
区
町
村
へ
提
出

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と
一
緒
に
税
務
署
へ
提
出

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
の
提
出
方
法

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人

公
的
年
金
等
の
受
給
者
を
対
象
に
、
自
分
で
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
の
申
告
書
作
成

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
場
で
は
税
務
署
の
担
当
者
が
申
告
書
の
受
付
け
も
行
い
ま
す
。

開
催
日

時

間

場

所

平
成

年
月

日
（
木
）

午
前

時

時

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

階

大
ホ
ー
ル

午
後

時

時

志
賀
町
役
場

階

大
会
議
室

開
催
日

時

間

場

所

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

志
賀
町
役
場

税
務
課
住
民
税
係



雑
損
控
除
申
告
説
明
会
に
お
け
る
持
参
書
類

被
害
を
受
け
た
資
産
の
明
細
（
資
産
内
容
、

取
得
時
期
、
取
得
価
格
等
）
の
分
か
る
も
の

【
住
宅
関
係
】

資
産
内
容
等

固
定
資
産
税
等
課
税
資
産

内
訳
書
、
登
記
簿
謄
本
、
権
利
書
な
ど

取
得
価
格

請
負
契
約
書
、
売
買
契
約
書

な
ど

【
家
財
関
係
】

被
害
を
受
け
た
家
財
の
明
細
等
（
種
類
、

取
得
年
月
日
、
取
得
価
格
）

家
族
状
況
（

が
不
明
な
場
合
）

【
車
両
関
係
】

購
入
時
の
関
係
書
類
（
領
収
書
等
）

車
検
証

被
害
を
受
け
た
資
産
の
修
繕
費
、
取
り
壊

し
費
用
、
除
去
費
用
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

費
用
で
、
被
害
に
関
連
し
て
支
出
し
た
金
額

の
明
細
の
分
か
る
も
の
お
よ
び
そ
の
領
収
書

契
約
書
、
見
積
書
、
領
収
書
、
振
込
通
知

書
な
ど

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
取
る

保
険
金
、
損
害
賠
償
金
、
災
害
見
舞
金
等
の

金
額
が
分
か
る
も
の（
支
給
見
込
額
も
含
む
）

保
険
会
社
等
か
ら
の
支
払
通
知
書
、
通
帳

な
ど

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
よ
る
支
給

書
類

市
町
村
か
ら

り
災
証
明
書

の
交
付
を

受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
同
証
明
書
（
写
し

も
可
）
ま
た
は
被
害
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
も
の

筆
記
用
具
、
計
算
機

確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
人
へ

作
成
さ
れ
た
確
定
申
告
書
は
提
出
で
き
ま
す

が
、
説
明
会
は
雑
損
控
除
額
の
計
算
が
中
心
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ

七
尾
税
務
署

個
人
課
税
第

部
門

志
賀
町
役
場

税
務
課
住
民
税
係

雑
損
失
の
繰
越
控
除
を
受
け
る
人
（
平
成

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
で
雑
損
控
除
を
合
計

所
得
金
額
か
ら
引
き
切
れ
な
か
っ
た
場
合
）
や
平
成

年
中
に
災
害
に
関
連
し
た
費
用
を
新
た

に
支
出
し
た
人
は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日

時

間

場

所

平
成

年
月

日
（
火
）

午
前

時

分

時

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

階

大
ホ
ー
ル

午
後

時

時

分

志
賀
町
役
場

階

大
会
議
室

開
催
日

時

間

場

所

雑
損
失
の
繰
越
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
平
成

年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
控
え
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
平
成

年
中
に
災
害
に
関
連

し
た
費
用
を
新
た
に
支
出
し
た
人

は
、
平
成

年
中
に
支
出
し
た
災
害

に
関
連
し
た
費
用
の
分
か
る
書
類

（
請
求
書
や
領
収
書
な
ど
）
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

雑
損
失
の
繰
越
控
除
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
平
成

年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
控
え
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
平
成

年
中
に
災
害
に
関
連

し
た
費
用
を
新
た
に
支
出
し
た
人

は
、
平
成

年
中
に
支
出
し
た
災
害

に
関
連
し
た
費
用
の
分
か
る
書
類

（
請
求
書
や
領
収
書
な
ど
）
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。



申
告
相
談
日
程

志
賀
町
で
は
、
平
成

年
分
の
確
定
申
告
お

よ
び
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
平
成

年

月

日（
月
）か
ら

月

日（
月
）に
か
け
て
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
地
区
ご
と
の
詳
し
い
日
程
や

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。申
告
予
定
の
人
は
、

早
め
に
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
ま
し
ょ
う

申
告
は
あ
な
た
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
の
人
は
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
に
い

な
が
ら
申
告
書
の
作
成

と
申
告
が
で
き
る

確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
と

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

出
す
る
方
法
で
す
。

収
入
金
額

必
要
経
費

所
得
金
額

収
支
計
算
を
行
う
に
は

こ
の
計
算
を
す
る
た
め
に
は
、
出
荷
伝
票

な
ど
の
収
入
金
額
の
分
か
る
書
類
と
、
領
収

書
な
ど
の
必
要
経
費
の
分
か
る
書
類
の
保
存

と
日
々
の
取
り
引
き
の
記
録
（
帳
簿
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

準
備
す
る
書
類

【
収
入
金
額
と
な
る
も
の
】

米
や
野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
得
た
代
金

雑
収
入
（
農
業
に
つ
い
て
の
補
助
金
・

農
作
業
の
委
託
料
な
ど
）

こ
れ
ら
の
収
入
金
額
が
わ
か
る
書
類

出
荷
伝
票
・
納
品
書
（
控
）
な
ど

収
入
金
額

必
要
経
費

所
得
金
額

こ
れ
ら
の
収
入
金
額
が
わ
か
る
書
類

出
荷
伝
票
・
納
品
書
（
控
）
な
ど

【
必
要
経
費
と
な
る
も
の
】

種
苗
・
肥
料
・
農
薬
・
農
具
・
作
業
用

衣
類
な
ど

小
作
料
な
ど
の
農
地
借
地
料

農
業
用
と
し
て
使
用
し
た
光
熱
水
費
・

減
価
償
却
資
産

農
業
共
済
掛
金
・
土
地
改
良
費

農
作
業
委
託
料
な
ど

こ
れ
ら
の
必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類

請
求
書
・
納
品
書
・
領
収
書
な
ど

（
農
協
）と
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
人

で
、

が
作
成
す
る
確
定
申
告
支
援
用

集
計
表
な
ど
が
あ
れ
ば
、

収
支
計
算
を
よ
り
簡
単

に
行
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類

請
求
書
・
納
品
書
・
領
収
書
な
ど

）

）

確
定
申
告
ま
で
の
流
れ

確
定
申
告
を
行
う
ま
で
の
お
お
ま
か
な
流

れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
入
・
経
費
等
の
書
類
保
管
・
記
録

収
支
計
算
を
行
う
（
収
支
計
算
準
備

表
な
ど
を
活
用
）

収
支
内
訳
書
の
作
成

確
定
申
告
書
の
作
成

税
務
署
又
は
市
町
村
へ
提
出

収
支
計
算
と
は

他
の
事
業
所
得
と
同
様
に
、
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
金
額
を
算

収
入
・
経
費
等
の
書
類
保
管
・
記
録

収
支
計
算
を
行
う
（
収
支
計
算
準
備

表
な
ど
を
活
用
）

収
支
内
訳
書
の
作
成

確
定
申
告
書
の
作
成

税
務
署
又
は
市
町
村
へ
提
出

注
意
事
項

収
支
内
訳
書
を
作
成
せ
ず
に
申
告
相
談
に

出
向
く
と
、
申
告
終
了
ま
で
に
長
時
間
を

要
す
る
場
合
や
、
必
要
書
類
を
取
り
に

行
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

米
、
果
樹
、
家
庭
菜
園
な
ど
で
、
も
っ
ぱ

農
業
所
得
を
申
告
す
る
人
へ

申
告
に
向
け
て
、
ま
ず
収
支
計
算
を
行
い
、

収
支
内
訳
書

を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

ら
家
事
消
費
の
み
で
、
出
荷
や
販
売
を

ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
人
は
、
農
業
所
得

と
し
て
の
申
告
は
不
要
で
す
。

準
備
表
・
収
支
内
訳
書
の
様
式
お
よ
び
書

き
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務
課
窓

口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
準
備
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳 ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

げんキッズ広場 毎週火 金曜日
（祝日は除く）

志

ゆう遊クラブ

月 日（火） 志

月 日（火） 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。
日のゆう遊クラブでは 読み聞かせ をします。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月健診受診時
生後 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】予予 防防 接接 種種予 防 接 種

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
（祝日は除く） 志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

【対象者】 歳以上の人介介 護護 予予 防防介 護 予 防

内 容 実 施 日 時 間 場 所

歯ッピー
かむかむ教室

月 日（火） 東谷内集会所

月 日（火） 上棚集会所

月 日（火） 西海高齢者
活性化センター

月 日（火） 舘集会所

月 日（火） 福野集会所

内 容 実 施 日 時 間 場 所

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く）

と

毎週金曜日
（祝日は除く）

志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練
【対象者】脳卒中後遺症者等で日常

生活が概ね自立している人

介護認定を受けている人は対象とはなりません。
初めての人は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。



■
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
の
リ
セ
ッ
ト

　

接
続
機
器
や
停
電
な
ど
に
よ
り
、
町
内

Ｉ
Ｐ
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

が
不
通
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
の
リ

セ
ッ
ト
（
電
源
コ
ー
ド
の
抜
き
差
し
）
で

復
旧
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
図
１
）
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
、
正
常
状
態

に
復
旧
す
る
ま
で
に
、
２
、３
分
間
か
か

り
ま
す
。
正
常
状
態
の
場
合
は
、
端
末
正

面
の
電
源
ラ
ン
プ
、
状
態
ラ
ン
プ
（「
Ｗ

Ａ
Ｎ
」「
告
知
」「
Ｉ
Ｐ
電
話
」）
が
緑
色

に
点
灯
し
て
い
ま
す
。

②
設
置
に
伺
う
業
者

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
関
連
企
業
）
が
手

配
し
た
業
者
が
設
置
し
ま
す
。
訪
問
の
際
に
は
、
必

ず
指
定
の
名
札
（
図
４
）
と
腕
章
（
黄
色
）
を
着
用

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
工
事
の
実
施
に
つ
い

て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｆｉｂｅｒ　Ｔｏ　Ｔｈｅ　Ｈｏｍｅ　街がときめくＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｅｅｅｅｅｅｅｅｒｒｒｒｒｒｒｒ　ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴｏｏｏｏｏｏｏｏ　ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｅｅｅｅｅｅｅｅ　ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨｏｏｏｏｏｏｏｏｍｍｍｍｍｍｍｍｅｅｅｅｅｅｅｅ　街街街街街街街街街街街街がががががががががががとととととととととときききききききききききめめめめめめめめめめくくくくくくくくくくくく光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光のネットワークののののののののののネネネネネネネネネネッッッッッッッッットトトトトトトトトトワワワワワワワワワワーーククククククククククク

【 図３:ＰＩ ( ピーアイ ) 】

【 図 4: 名札 】

■
Ｉ
Ｐ
放
送
の
音
量
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
の
音
量
調
整

は
本
体
右
側
の
黒
い
ダ
イ
ヤ
ル
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
図
２
）

■
雷
（
カ
ミ
ナ
リ
）
対
策

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
よ
り
安
定
的
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
全
世
帯
お
よ
び
事
業
所
に
雷
（
カ
ミ
ナ
リ
）
対
策

を
実
施
し
ま
す
。

【図 2：ＩＰ端末の音量調整】

①
住
宅
に
設
置
す
る
機
器

　

Ｐ
Ｉ
（
ピ
ー
ア
イ
）
と
い
う
機
器
（
図
３
）
を
１

個
設
置
し
ま
す
。
家
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
別
途
工

事
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
無

料
で
す
。

【図 1：電源コードの抜き差し】

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
に
つ
い
て

　

宅
内
の
防
災
行
政
放
送
は
、
平
成
20
年
12

月
19
日
か
ら
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
か
ら
の
放

送
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知

放
送
を
聞
く
に
は
、
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
の

設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
未
加
入
世
帯
の
人
は
、
加
入
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
関
連
機
器
の
移
設
に
つ
い
て

　

住
宅
・
店
舗
の
新
築
・
改
装
な
ど
に
よ
り
、

一
度
設
置
し
た
Ｏ
Ｎ
Ｕ
（
オ
ー
エ
ヌ
ユ
ー
）、

Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末
な
ど
を
移
設
す
る
場
合

は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
Ｏ
Ｎ
Ｕ

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
収
容
し
て
い

る
た
め
、
移
設
の
際
は
事
前
に
情
報
推
進
課

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
が
有
料

で
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

②
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
端
末

　

現
在
、
接
続
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
の
範

囲
内
で
の
移
動
は
で
き
ま
す
が
、
既
存
ケ
ー

ブ
ル
で
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
の
移
設
は
、
事

前
に
情
報
推
進
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
町
が
有
料
で
移
設
工
事
を
行
い
ま
す
。



曜日 月・水・金 火・木 土・日
時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

　6：00 (や)長寿医療制度について (か)志賀町を描く美術展 (う)防ごう、振り込め詐欺！
文字放送 文字放送 文字放送

　7：00 (い)シリーズ申告「農業収支について」 (ふ)たっだ志賀町 (み)しかチャンニュース
文字放送 文字放送 文字放送

　8：00 (う)防ごう、振り込め詐欺！ (み)しかチャンニュース (や)長寿医療制度について
文字放送 文字放送 文字放送

　9：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース (ふ)たっだ志賀町
文字放送

10：00 (か)志賀町を描く美術展 (や)長寿医療制度について (い)シリーズ申告「農業収支について」
文字放送 文字放送 文字放送

11：00 (ふ)たっだ志賀町 (い)シリーズ申告「農業収支について」 志賀町を描く美術展
文字放送 文字放送 文字放送

12：00 (み)しかチャンニュース (う)防ごう、振り込め詐欺！ (う)防ごう、振り込め詐欺！
文字放送 文字放送 文字放送

13：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
14：00 (や)長寿医療制度について (か)志賀町を描く美術展 (み)しかチャンニュース

文字放送 文字放送 文字放送
14：45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより
15：00 (い)シリーズ申告「農業収支について」 (ふ)たっだ志賀町 (や)長寿医療制度について

文字放送 文字放送 文字放送
16：00 (う)防ごう、振り込め詐欺！ しかチャンニュース (ふ)たっだ志賀町

文字放送 文字放送 文字放送
17：00 (か)志賀町を描く美術展 (や)長寿医療制度について (い)シリーズ申告「農業収支について」

文字放送 文字放送 文字放送
18：00 (ふ)たっだ志賀町 (い)シリーズ申告「農業収支について」 (か)志賀町を描く美術展

文字放送 文字放送 文字放送
19：00 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

文字放送 文字放送 文字放送
19：30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
20：30 文字放送 文字放送 文字放送
20：45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより
21：00 (み)しかチャンニュース (う)防ごう、振り込め詐欺！ (や)保育園発表会文字放送 文字放送
22：00 (や)長寿医療制度について (か)志賀町を描く美術展

(や)保育園発表会文字放送 文字放送
北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

23：00 (い)シリーズ申告「農業収支について」 (ふ)たっだ志賀町 (や)保育園発表会文字放送 文字放送
24：00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース
25：00 終了 終了 終了

※都合により、放送内容を一部変更することがあります

1月　しかチャンネル番組ガイド

☆１/１～7　6：00～ 11：00～ 18：00～
　　町長年頭挨拶
☆12/31　25：00 ～１/１　6：00
　　「輝いている人の日」
☆　１/１　6：00　～１/２　6：00
　　「太鼓の日」
☆　１/２　6：00　～１/３　6：00
　　「相撲の日」
☆　１/３　6：00　～１/４　6：00
　　「輝いている人の日」（再）
※１月４日午前６時以降は、通常通りの放送となります。

ＳＣＮ新春特番

　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ　(う)：うるおいテレビ　
　(い)：いきおいテレビ　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

■ 志賀町を描く美術展　（11/15 ～ 12/8）
　　第 20 回「志賀町を描く美術展」の入賞作品の紹介と、
表彰式の様子をお伝えします。

■ シリーズ申告（農業収支について）
　　確定申告前に押さえたいポイントを紹介します。

■ 保育園発表会
　　町内保育園で、昨年行われた発表会の様子を放送します。
　　（志加浦保育園、とぎ保育園、ますほ保育園）

■ たっだ志賀町
　　「第１回たっださくら貝集め大会」（予定）



　第２０回志賀町綱引選手権大会が志賀町総合体
育館で行われ、町内５９チーム、述べ７８２人が
参加しました。
　大会には、選手はもちろん、多くの観客も集ま
り体育館いっぱいに人があふれ、声援を送りまし
た。
　小学男子、女子、混合。一般の部男子、女子、
混合の６部門があり、熱戦を繰り広げました。　
成績は次のとおりです。
小学生男子：優勝　土田Ａ、２位　高浜小Ａ、
　　　　　　３位　ファイター加茂、富来小男子Ａ
小学生女子：優勝　土田Ａ、２位　富来小女子Ａ、
　　　　　　３位　志加浦女子、高浜Ａ
小学生混合：土田Ａ、２位　富来小混合Ａ、
　　　　　　３位　高浜Ａ、堀松キッズ
一般の部男子：優勝　志賀消防署、２位　高小スーパ
　　　　　　ーマンちゃん'S、３位　堀松おやじ組
一般の部女子：優勝　堀松美笑会、２位　土田ティン
　　　　　　カーベル、３位　加茂女組
一般の部混合：優勝　堀松ヤンキース、２位　高小
　　　　　　PTAマンちゃん'S混合、３位　土田B
最長試合賞：堀松ヤンキース、高小PTAマンちゃん
　　　　　　'S混合
最短試合賞：富来小混合B、下甘田小学校混合B

綱引選手権大会  町内５９チームが熱戦

　今年度の優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を受けた
土田小ＰＴＡの川口会長と町岡校長が12月２日（火）
に役場を訪れ、青山教育長に喜びを報告しました。
　土田小ＰＴＡは、これまで相撲大会を２８回
行っていることや、米作り、収穫祭などの活動が
認められての受賞となりました。
　川口会長は「これまでのＰＴＡ役員や地元住民
のみなさんの協力のおかげで感謝しています」と
話しました。
　青山教育長は「これまでも県内にとどまらず、
ＰＴＡ発表会などで活動していたことなど、すべ
てが評価されて嬉しいです」とお祝いの言葉を述
べました。

　志賀町の高齢者向け転倒予防教室「健幸教室」
の講師を務めている、南進さんが中日ボランティ
ア賞を受賞しました。
　この賞は、石川、富山、福井県でボランティア
活動を長年続けている個人や団体の功績を明らか
にし賞するするものです。
　南さんは年間150日から170日を学校や母親
学級などに足を運んでいます。

志賀町の高齢者向け転倒予防教室「健幸教室」

中日ボランティア賞受賞

優良PTAに土田小学校



　１２月８日（月）に志賀中学校で「中学生人権
作文コンテスト」の表彰状伝達式が行われました。
　このコンテストには、県内96校、14‚555編
もの作品が寄せられ、徳楽夏海さん（２年）と板
尾佳歩さん（１年）が優秀賞に選ばれ、田村真帆
さん（２年）が佳作に選ばれました。
徳楽さんは「こんな大きな賞をもらえてとても嬉
しいです」と受賞した喜びを話しました。

中学生らしい感性と純粋な目で

　高浜小学校PTAの保護者と児童が協力し、毎
年作成している「ふれあいカレンダー」。１２月
８日（月）に完成したばかりの来年用カレンダー
を青山教育長に手渡そうとPTAの藤田正信会長
と岩野敦子広報部長、自動会代表の橋川裕貴君（６
年）、細川結女香さん（６年）が役場を訪れました。
　このカレンダーは親
子で考えた標語と児童
の絵が月ごとに掲載さ
れています。全部で
３５０枚作られ、町内
の公共施設や郵便局な
どに配られます。

　12月18日（木）にとぎ保育園で、餅つき会が
行われました。
　遊戯室の真ん中に臼を置いて、先生が熱々のも
ち米を運んできます。餅をついたのは年長のきり
ん組の園児達です。それを見守るぱんだ組やこあ
ら組、うさぎ組、ひよこ組の園児は「よいしょー、
よいしょー」と応援していました。
　出来上がった餅は、あんこときなこが用意され、
園児達は「おいしい」と言いながらお代りをして
いました。

♪あんこときなこで化粧して～

年
８

親子ふれあいカレンダー

カレンダーを教育長に見せる橋川裕貴君と細川結女香さん

左から田村真帆さん、板尾佳歩さん、徳楽夏海さん



Ｑ
１
：
離
婚
の
際
に
夫
か
ら
養
育
費
と
し
て
月
額

10
万
円
を
支
払
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
取
り
決
め
を

し
ま
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
養
育
費
を
払
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
一
体
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

Ａ
：
当
事
者
間
で
取
り
決
め
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
場

合
に
は
、
強
制
的
に
養
育
費
の
取
り
立
て
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
家
庭
裁
判
所
に
対

し
て
、
養
育
費
の
支
払
い
を
求
め
る
調
停
あ
る
い

は
訴
訟
を
提
起
し
ま
す
。
そ
の
手
続
き
に
よ
っ
て

養
育
費
の
支
払
い
が
決
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

支
払
わ
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
強
制
執
行
の

申
立
て
を
し
て
裁
判
所
か
ら
強
制
的
に
養
育
費
を

取
り
立
て
て
も
ら
い
ま
す
。

１　

強
制
的
な
手
続
の
準
備
（
債
務
名
義
の
取
得
）

　
　

離
婚
の
際
の
話
し
合
い
で
、
養
育
費
の
支
払
い

の
合
意
を
し
、
そ
の
こ
と
を
合
意
書
や
念
書
な
ど

の
書
面
に
し
た
と
し
て
も
、
将
来
養
育
費
の
支
払

い
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判

所
か
ら
支
払
い
の
督
促
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
強

制
的
に
取
り
立
て
る
強
制
執
行
手
続
の
申
立
て
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

養
育
費
を
裁
判
所
に
よ
っ
て
強
制
的
に
支
払
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
手
続
き
と
し
て
の
強
制
執

行
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
養
育
費
の
支
払
義
務
の

存
在
が
裁
判
所
な
ど
に
よ
っ
て
公
に
確
認
さ
れ

た
書
面
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
強
制

執
行
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
、
金
銭
な
ど
の
支
払
請
求
権
の
存
在
や
範
囲
、

当
事
者
を
記
載
し
た
書
面
を
債
務
名
義
と
い
い
ま
す
。

２　

債
務
名
義
を
取
得
す
る
た
め
に
は

　
　

こ
の
債
務
名
義
と
な
る
も
の
に
は
、
判
決
、
家

庭
裁
判
所
の
調
停
調
書
ま
た
は
審
判
書
、
将
来
強

制
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
内
容
の
記
載
が
あ

る
公
正
証
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

養
育
費
に
つ
い
て
当
事
者
間
の
書
面
や
口
頭
で
の

合
意
で
取
り
決
め
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
に
、

支
払
い
が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
家
庭
裁

判
所
に
養
育
費
の
支
払
い
を
求
め
る
調
停
を
申
し

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３　

公
正
証
書
の
作
成

　
　

当
事
者
間
の
話
し
合
い
で
養
育
費
の
支
払
い
を

約
束
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
約
束
を
確
実
に
守
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
合
意
書
や
念
書
が
作
成
さ
れ

る
の
が
通
常
で
す
（
合
意
書
・
念
書
と
い
う
表
題

に
は
特
別
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
し
か
し
、
前

述
の
よ
う
に
合
意
書
や
念
書
で
は
、
将
来
支
払
い

が
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
改
め
て
調
停
な

ど
を
申
し
立
て
な
け
れ
ば
、
強
制
執
行
の
よ
う
な

支
払
い
を
強
く
求
め
る
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
公
証
人
役
場
に
行
っ

て
、
合
意
書
や
念
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
と
同
じ

内
容
を
公
正
証
書
に
し
、
そ
の
中
で
将
来
履
行
が

な
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
強
制
執
行
を
さ
れ

て
も
異
議
が
な
い
こ
と
を
記
載
し
た
文
言
（
執
行

受
諾
文
言
と
い
い
ま
す
）
を
入
れ
て
お
け
ば
、
こ

の
公
正
証
書
に
よ
っ
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
約
束
通
り
支
払
っ
て

　

離
婚
に
伴
う
子
ど
も
を
巡
る
諸
問
題(

そ
の
５)

　
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすな
ろ法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保険推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。



も
ら
う
た
め
に
、
ま
ず
は
、
公
正
証
書
を
取
り
交

わ
す
こ
と
が
一
番
簡
便
な
方
法
で
す
。

４　

債
務
名
義
作
成
の
注
意
点

　
　

養
育
費
の
強
制
執
行
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
債

権
の
強
制
執
行
の
場
合
よ
り
債
権
者
に
有
利
な
定

め
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
養
育
費
の
支
払
い

に
つ
い
て
、
債
務
名
義
と
し
て
調
停
調
書
や
、
公

正
証
書
を
作
成
す
る
と
き
に
は
、
将
来
の
強
制
執

行
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
そ
の
金
銭
の
支
払

い
が
養
育
費
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
て
お
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
養
育
費

と
し
て
」
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
明
記
し
ま
す
。
こ

と
の
き
、「
慰
謝
料
及
び
養
育
費
と
し
て
○
万
円
」

と
し
た
り
、「
解
決
金
と
し
て
○
万
円
」
と
な
っ
て

い
る
と
、
養
育
費
と
し
て
有
利
に
強
制
執
行
を
進

め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

（
養
育
費
に
つ
い
て
の
記
載
例
）

　
　

相
手
方
は
、
申
立
人
に
対
し
、
当
事
者
間
の
長

男
○
（
平
成
○
年
○
月
○
日
生
）
及
び
長
女
○
（
平

成
○
年
○
月
○
日
生
）
の
養
育
費
と
し
て
、
平
成

○
年
○
月
か
ら
長
男
○
及
び
長
女
○
が
そ
れ
ぞ
れ

満
20
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
間
、
一

人
に
つ
き
毎
月
金
○
万
円
を
、
各
月
末
日
限
り
、

申
立
人
の
預
金
口
座
に
振
り
込
む
方
法
に
よ
り
支

払
う
。

Ｑ
２
：
別
れ
た
夫
と
家
庭
裁
判
所
の
調
停
で
養
育
費

の
支
払
い
を
合
意
し
ま
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て

養
育
費
が
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
直
接
連
絡
す
る
こ

と
は
た
め
ら
っ
て
い
ま
す
。
払
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
続
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
：
調
停
を
し
た
家
庭
裁
判
所
に
電
話
し
て
、
履
行

勧
告
を
求
め
れ
ば
、
家
庭
裁
判
所
の
調
査
官
が
別

れ
た
ご
主
人
に
連
絡
を
と
っ
て
支
払
い
を
す
る
よ

う
に
説
得
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
家
庭
裁
判
所
か

ら
履
行
の
命
令
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
支
払
っ
て
も
ら
え
な
い
場
合
に
は
、

給
料
な
ど
の
差
押
え
を
し
て
強
制
的
に
支
払
っ
て

も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

１　

養
育
費
の
履
行
確
保
の
手
続
き

　
　

養
育
費
の
支
払
い
な
ど
の
家
事
事
件
の
債
務
の

履
行
に
つ
い
て
は
、
親
族
間
の
債
務
な
ど
の
特
殊

性
か
ら
、
調
停
や
審
判
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
家

庭
裁
判
所
が
後
見
的
な
立
場
か
ら
、
債
務
の
履
行

の
促
進
を
図
る
た
め
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
①
履
行
勧
告
、
②
履
行
命
令
お

よ
び
③
金
銭
の
預
託
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
金
銭
の
寄
託
の
制
度
は
、
義
務
の
履
行
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
家
庭
裁
判
所
が
、
権
利

者
の
た
め
に
、
債
務
者
か
ら
金
銭
を
預
か
っ
て
、

こ
れ
を
権
利
者
に
交
付
す
る
制
度
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

２　

履
行
勧
告

　
　

履
行
勧
告
は
、
家
庭
裁
判
所
が
権
利
者
の
申
し

出
に
基
づ
い
て
、
必
要
な
調
査
を
し
た
う
え
で
、

そ
の
履
行
を
勧
告
す
る
制
度
で
す
。

３　

履
行
命
令

　
　

履
行
勧
告
に
よ
っ
て
も
、
義
務
者
が
財
産
上
の

義
務
の
履
行
に
応
じ
な
い
な
ど
義
務
の
履
行
を

怠
っ
て
い
る
者
が
あ
れ
ば
、
家
庭
裁
判
所
は
、
権

利
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
義
務
者
に
対
し
て
、
相

当
の
期
間
内
に
そ
の
義
務
を
履
行
す
る
よ
う
命
令

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
履
行
命
令
に
正
当

な
理
由
な
く
従
わ
な
い
者
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
履
行
命
令
は
、
強
い
効
果

を
有
す
る
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
立
に
よ

り
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
よ
る
相
手
の
説
得
な

ど
の
活
動
に
よ
り
目
的
を
達
す
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

４　

強
制
執
行

　

履
行
勧
告
ま
た
は
履
行
命
令
に
よ
っ
て
も
支
払
い

が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
相
手
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
る
強
制
執
行
の
手
続
を
と
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
３
：
家
庭
裁
判
所
の
調
停
で
、
別
れ
た
夫
か
ら
養

育
費
を
支
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た

が
、
１
年
ぐ
ら
い
支
払
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
直

接
電
話
し
た
り
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
勧
告
し
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
待
っ
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
支
払
わ
れ
ず
に
ず
る
ず
る
と
き
て
い

ま
す
。
強
制
執
行
を
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ
：
強
制
執
行
を
す
る
た
め
に
、
ま
ず
差
し
押
さ
え

る
べ
き
相
手
の
財
産
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
預
貯
金
や
株
式
な
ど
の
有
価
証
券
、

勤
め
先
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え

で
、
必
要
な
書
類
を
用
意
し
て
、
相
手
の
財
産
の

あ
る
場
所
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
に
申
立
書
を

提
出
し
て
手
続
を
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
申
立

書
を
提
出
す
れ
ば
、
後
は
裁
判
所
が
手
続
き
を
進

め
て
く
れ
、
裁
判
所
か
ら
不
明
な
点
に
つ
い
て
電

話
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

申
し
立
て
た
人
が
直
接
裁
判
所
に
行
っ
て
何
か
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。



母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

月

日（
木
）

午
前

時

午
後

時

毎
月
第

木
曜
日

と
こ
ろ

役
場
相
談
室

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

み
ん
な
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
命

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
身
近
な

人
の
死
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
り
、
怖
い
事
件
を
扱

っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
て

子育て相談 地域子育て支援センター（志賀町乳幼児保育園内）子育て相談

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
所
を
町
内

カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
員

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、民
生
・
児
童
委
員
、司
法
書

士
の
方
々
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
志
賀
地
域
》

と

き

月

日（
金
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

《
富
来
地
域
》

と

き

月

日（
火
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

と

き

月

日
（
水
）

午
後

時

時

分

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
先

商
工
観
光
課

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

と

き

毎
週
木
曜
日

（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

午
後

時

分

時

と
こ
ろ

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

相
談
料

分
以
内

千
円

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

ク
レ
サ
ラ
相
談

負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人
。

相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（）

へ

電
話
予
約
く
だ
さ
い（
先
着

名
）。

町県民税と国民健康保
険税の納期限は 月
日（月）までです。

特
別
慰
労
品
贈
呈
の
受
付
が
平

成

年

月

日
で
終
了
し
ま
す
。

引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強

制
抑
留
者
本
人
に
、
特
別
慰
労
品

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺
族
の

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

引
揚
者
は
、
終
戦
の
日
ま
で
、
引

続
き

年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い

て
、
戦
後
引
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員

が
対
象
で
す
。

請
求
書
は
健
康
福
祉
課
、
富
来
支

所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
せ
は
、

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（
月

金

時

分

時

分
）

特
別
慰
労
品
の
請
求
を
さ
れ

て
い
な
い
皆
様
へ

石
川
県
で
は
平
成

年
に
ふ
ぐ
条

例
が
施
行
さ
れ
免
許
制
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い

石
川
県
調
理
師

平平
成成

年年
度度
石石
川川
県県
ふふ
ぐぐ
処処
理理

平
成

年
度
石
川
県
ふ
ぐ
処
理

資資
格格
者者
試試
験験
準準
備備
講講
習習
会会

資
格
者
試
験
準
備
講
習
会

学
校
給
食
食
材
取
扱
店
及
び
町
内

食
品
製
造
・
販
売
店
な
ど

申
し
込
み
受
付
期
間

平
成

年

月

日（
月
）

月

日（
月
）ま
で

な
お
、
納
入
資
格
の
有
効
期
間
は
、

平
成

年

月

日
か
ら
平
成

年

月

日
ま
で
と
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

羽
咋
郡
志
賀
町
高
浜
町
ワ
の

番
地

志
賀
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

い
た
り
、
ゲ
ー
ム
で
虚
構
の
死
に
慣

れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
、
人
の
命
の

重
さ
や
か
け
が
え
の
な
さ
を
感
じ
に

く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

自
然
の
中
で
遊
ば
せ
た
り
、
動
物

や
草
花
を
大
切
に
育
て
た
り
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
に
ふ
れ

る
機
会
を
意
識
的
に
用
意
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
生
命
の
尊
さ
や
大
切
さ

を
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

時
に
は
、
傷
つ
い
た
人
や
動
物
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
優
し
い
絵
本
を
読

み
聞
か
せ
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
ん

で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

会
で
は
、
日
々
仕
事
に
追
わ
れ
勉
強

す
る
機
会
の
少
な
い
取
扱
者
の
皆
様

に
、
試
験
に
向
け
て
の
事
前
準
備
講

習
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成

年

月

日（
火
）

実
技

午
前

時

時

学
科

午
後

時

時

場

所

金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

（
金
沢
市
北
安
江

）

受
講
料

万
円

（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

千
円
）

定

員

名
程
度

申
込
締
切

定
員
に
な
り
次
第

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
頂
き

石
川
県
調
理
会
宛
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は

石
川
県
調
理
会
ま
た

は
、
最
寄
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
地
域
セ
ン
タ
ー
）で
受
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は

石
川
県
調
理
会
宛

（

）

資
格
対
象

平平
成成

年年
度度
のの
学学
校校
給給
食食
食食
材材

平
成

年
度
の
学
校
給
食
食
材

納納
入入
希希
望望
者者
をを
受受
付付
しし
まま
すす

納
入
希
望
者
を
受
付
し
ま
す

町
内
に
住
む
お
お
む
ね

歳
以
上

の
、
常
用
就
職
す
る
こ
と
は
望
ま
な

い
が
、

自
ら
の
能
力
や
経
験
を
生

か
し
て
働
く
機
会
を
得
た
い
・
社

会
に
役
立
つ
仕
事
を
し
た
い
・
追

加
的
な
収
入
を
得
た
い
・
自
ら
の

生
き
が
い
の
充
実
・
社
会
参
加
を
し

た
い

と
い
う
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に
な

れ
ま
す
。

入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

シシ
ルル
ババ
ーー
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー
でで

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働働
いい
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ



と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

志
賀
町
女
性
団
体
協
議
会
様
よ
り

文
化
祭
・
バ
ザ
ー
の
売
上
の
一
部

を
社
会
福
祉
の
向
上
に

万
円

草
木
の
高
島
浩
様
よ
り
亡
父
義
則

様
の
供
養
と
し
て
社
会
福
祉
の
向

上
に

万
円

火
打
谷
区
婦
人
会
様
よ
り
バ
ザ
ー

の
売
上
の
一
部
を
社
会
福
祉
の
向

県
立
高
浜
高
校

年
生
に
よ
る

研
究
課
題
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

普
通
科
・
機
械
シ
ス
テ
ム
科
の

年
生
（

名
）
が
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
、
課
題
研
究
の
時
間
を
通
し

て
、
興
味
関
心
の
あ
る
研
究
テ
ー
マ

に
分
か
れ
て
、

年
間
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
の
成
果
に
つ

い
て
発
表
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と

き

平
成

年

月

日（
土
）

時
か
ら

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階

大
ホ
ー
ル

管
理
公
社
嘱
託
職
員
募
集
し
ま
す

志
賀
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

で
は
、
平
成

年
度
に
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

職

種

技
能
職

人

員

名

対
象
者

志
賀
町
に
居
住
す
る
概

ね

歳
ま
で
の
人
で
、
電
気
機
械

器
具
類
の
取
扱
い
の
経
験
ま
た
は

資
格
の
あ
る
人
。
詳
し
く
は
管
理

公
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期

限

平
成

年

月

日（
金
）

連
絡
先

志
賀
町
高
浜
町
ワ
の

番

年

月

日
か
ら

年

間
の
期
限
付
き
で
、
麻
疹
・
風
疹
の

定
期
予
防
接
種
対
象
者
に
、
第

期

（
中
学

年
生
に
相
当
す
る
人
）と
第

期（
高
校

年
生
に
相
当
す
る
人
）が
追

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
追
加
接
種

の
目
的
は
、

年
麻
疹
排
除

に
向
け
て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
の

に
免
疫
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
人
や
、

免
疫
を
獲
得
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
後
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減

衰
し
て
し
ま
っ
た
人
、
接
種
自
体
を

し
て
い
な
い
人
に
免
疫
力
を
つ
け
る

こ
と
で
麻
疹
の
流
行
を
抑
制
す
る
こ

と
で
す
。

麻
疹
は
、
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
お
こ
る
感
染
症
で
、
人
か
ら
人
へ

感
染
し
ま
す
。
感
染
力
は
き
わ
め
て

強
く
、
麻
疹
の
免
疫
が
な
い
集
団
に

人
の
発
病
者
が
い
た
と
す
る
と

人

人
が
感
染
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は

、

人
）。

自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
で
な
く
、

周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め

に
も
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
に
な
り
ま
す
。
下
記
の
対
象

者
で
あ
れ
ば
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。（
左
記
の
接
種
時
期
を
過
ぎ
た
り
前

で
あ
れ
ば
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

年
度
の
接
種
対
象
者

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま

れ
（
年
長
児
）

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま

れ（
中
学

年
生
）

第

期

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま

れ
（
高
校

年
生
）

接
種
期
間

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日

お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

志
賀
消
防
署
・
富
来
分
署

月
の
行
事
予
定

平
成

年
志
賀
町
消
防
出
初
め
式

消
防
団
の
分
列
行
進
や
神
代
川
で

の
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。

日

時

月

日
（
土
）

午
前

時

分

場

所

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
前

文
化
財
防
火
デ
ー
に
と
も
な
う

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

第

回
文
化
財
防
火
デ
ー（

日
）

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
当
町
の
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
す
。

志
賀
消
防
署

日
時

月

日（
日
）午
前

時

場
所

志
賀
町
梨
谷
小
山

西
性
寺

富
来
分
署

日
時

月

日（
日
）午
前

時

場
所

志
賀
町
今
田

専
明
寺

麻麻
疹疹
・・
風風
疹疹
のの
予予
防防
接接
種種
はは

麻
疹
・
風
疹
の
予
防
接
種
は

済済
まま
せせ
まま
しし
たた
かか
？？

済
ま
せ
ま
し
た
か
？

上
に

円

志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
様

よ
り
社
会
福
祉
の
向
上
に

万

千
円

赤
十
字
社
員
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た

横
田

寄
子
様（
牛
ケ
首
）特
別
社
員

間
口

光
雄
様（
西
海
風
無
）寄
付

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

（
共
同
募
金
会
志
賀
町
分
会
）

日
蓮
宗
高
浜
講
中
様

万

千
円

訂
正
と
お
詫
び

広
報
し
か

月
号
で
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ペ
ー
ジ
特
集
中
の
小
品
賞
を
と
ら

れ
ま
し
た
米
谷

康
元
さ
ん
の
康
が
保

で
し
た
。

米
谷

康
元
さ
ん

米
谷

保
元
さ
ん

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

が
、

月
に
入
会
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
事
前
に
志
賀
事
務
所
ま
た
は
、

富
来
事
務
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

【
入
会
説
明
会

開
催
日
】

富
来
事
務
所
（
酒
見
河
原

）

月

日（
水
）
午
後

時

志
賀
事
務
所
（
高
浜
町
ワ

）

月

日（
水
）
午
後

時

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

社
団
法
人
志
賀
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

志
賀
事
務
所（
給
食
セ
ン
タ
ー
隣
）

富
来
事
務
所（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ま
の
相
談
、
行
政
手
続
き
な

ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
前

時

時（

・

）

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

富
来
支
所
総
合
窓
口

第

・
第
（
水
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）



　　　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ

た
り
、
地
区
公
民
館
、
文
化
協
会
、
体

育
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
女
性
団
体
協
議
会
、

青
年
団
協
議
会
、
区
長
会
等
各
種
団
体

の
方
々
は
じ
め
、
皆
さ
ま
方
の
ご
尽
力

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、「
学
び
あ
い
と

交
流
の
花
」
を
大
き
く
育
て
て
い
た
だ

き
誠
に
嬉
し
く
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

志
賀
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も

「
咲
か
そ
う
学
び
あ
い
と
交
流
の
花
」

を
テ
ー
マ
に
、
主
に
次
の
４
点
を
柱
と

し
て
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
積
極
的
な
参

加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一　

文
化
の
花　

 

心
豊
か
で
創
造
性
に

富
む
人
づ
く
り
、
潤
い
と
楽
し
み
、
生

き
が
い
と
喜
び
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

源
で
あ
り
ま
す
。

二　

ス
ポ
ー
ツ
の
花 　

活
力
と
健
康
、

感
動
と
活
力
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
源
で
あ
り
ま
す
。

三　

健
全
育
成
の
花 　

安
全
と
安
心
の

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
現

在
、
志
賀
町
の
未
来
を
担
う
宝
で
あ
る

子
ど
も
達
を
見
守
り
、
育
て
る
力
の
源

で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
花 　

心
豊
か
で

生
き
が
い
と
魅
力
の
あ
る
人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
源
と
な
る
最
も
大
切
な

精
神
で
あ
り
ま
す
。

　

志
賀
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
４
本
の

柱
を
中
心
と
し
て
、
町
の
教
育
目
標
で
あ

る「
心
豊
か
で
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
更
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
公
民
館
、
体
育
協
会
、
文
化
協

会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ま
方
始
め
各
種
団
体
、

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、

積
極
的
な
参
加
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
方
の
ま
す

ま
す
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　　　　輝かしい新春を迎えて
「
咲
か
そ
う
学
び
あ
い
と
交
流
の
花
」

「学びあい 心豊かな まちづくり」をテーマに志賀町生涯学習フェアーが開催されます。
　当日は、午前中に体験コーナー、午後には生涯学習功労者表彰に引き続き清永学園・金沢福祉専門学校保育
福祉学科長（生涯学習インストラクター）酢谷 温子氏による記念講演のほか、アトラクション、地区公民館
の活動紹介コーナーや各種講座受講生の作品展示なども行われます。入場は無料ですので皆様お誘い合わせの
上、お気軽にご来場ください。

★日　時　平成21年２月１日(日)　午前10時30分～午後４時30分　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（体験コーナーは午前中のみ）
★会　場　志賀町文化ホール
★ 内　容　 10:30 ～ 12:00　体験コーナー　(申し込みが必要です )
　　　　  　13:00 ～ 13:30　受　付
　　　　  　13:30 ～ 14:00　生涯学習功労者表彰式
　　　　　  14:00 ～ 15:30　記念講演　　講師：金沢福祉専門学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  保育福祉学科長　酢谷 温子 氏
　　　　　　　　　　　　　  演題：「笑顔は荷物にならない贈り物、笑顔はお金のかからない美容法」
　　　　　  15:30 ～ 16:30　アトラクション　　♪♪作品展示、公民館活動紹介コーナー（終日）♪♪

【体験コーナーの申し込み】
　　・花寄せ植え体験　先着 30名　　材料費 1,000 円が必要です
　　　　申込み先　　　志賀町生涯学習課　　℡ 32-9350
　　　　　　　　　　　富来活性化センター　℡ 42-0500 まで ( 電話可 )
　　　　申込み締切り　平成 21年 1月 16日 ( 金 )
　　・杵つき餅実演　先着 100名　無料進呈
　　　　申込み　　　　当日お茶の会場にてお申し込みください

　生涯学習フェアー開催のお知らせ

　



【
優
秀
賞
】

名

君
の
こ
と

い
つ
も
見
守
る

地
域
の
目

富
来
中

年

畑
森

陽
花

さ
ん

助
け
合
い

小
さ
な
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

志
賀
中

年

徳
島

友
里

さ
ん

あ
り
が
と
う

そ
の
一
言
を

大
切
に

富
来
中

年

山
本

詩
織

さ
ん

あ
い
さ
つ
で

広
げ
る
笑
顔

元
気
の
輪

志
賀
中

年

大
畠

愛
梨

さ
ん

思
い
や
り

や
さ
し
い
心
を

い
つ
ま
で
も

志
賀
中

年

横
田
梨
花
子

さ
ん

見
て
い
る
よ

大
人
の
姿

子
ど
も
た
ち

富
来
小

年

高
島

和
輝

さ
ん

ポ
イ
捨
て
で
あ
な
た
は
地
球
を
い
じ
め
て
る

富
来
小

年

貫
井

達
也

さ
ん

【
優
秀
賞
】

名

君
の
こ
と

い
つ
も
見
守
る

地
域
の
目

富
来
中

年

畑
森

陽
花

さ
ん

助
け
合
い

小
さ
な
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

志
賀
中

年

徳
島

友
里

さ
ん

あ
り
が
と
う

そ
の
一
言
を

大
切
に

富
来
中

年

山
本

詩
織

さ
ん

あ
い
さ
つ
で

広
げ
る
笑
顔

元
気
の
輪

志
賀
中

年

大
畠

愛
梨

さ
ん

思
い
や
り

や
さ
し
い
心
を

い
つ
ま
で
も

志
賀
中

年

横
田
梨
花
子

さ
ん

見
て
い
る
よ

大
人
の
姿

子
ど
も
た
ち

富
来
小

年

高
島

和
輝

さ
ん

ポ
イ
捨
て
で
あ
な
た
は
地
球
を
い
じ
め
て
る

富
来
小

年

貫
井

達
也

さ
ん

志志
賀賀
町町
ググ
ッッ
ドド
ママ
ナナ
ーー
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

志
賀
町
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ググ
ッッ
ドド
ママ
ナナ
ーー
啓啓
発発
標標
語語
優優
秀秀
作作
品品

グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
啓
発
標
語
優
秀
作
品

月

日（
日
）文
化
ホ
ー
ル
で
、
志
賀
町
青
少

年
健
全
育
成
の
た
め
の
集
い
、
豊
か
な
心
を
育
む

志
賀
町
民
の
集
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

集
い

は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
心

豊
か
で
健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
連
携
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
、
合
併
後
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
で

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
啓
発
標
語
の
優
秀
作

品
の
発
表
と
表
彰
、
小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
意

見
発
表
、
そ
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
発
表
で
は
、
ど
の
発
表
者
も
日
頃
の
思
い

や
目
標
を
堂
々
と
語
り
、
会
場
の
参
加
者
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
記
念
講
演

で
は
講
師
の
河
内
理
恵
氏
が

親
と
子
の
コ
ー
チ

ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
題
し
て
講
演
さ

れ
、

相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
育
て
て
い
く
た
め

の
コ
ー
チ
ン
グ
の
概
念
と
方
法

に
つ
い
て
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
の
催
し
・
展
示
と
し
て
、

階
ロ

ビ
ー
で
は
、
子
ど
も
お
茶
教
室
の
教
室
生
に
よ
る

お
茶
の
お
も
て
な
し
や
、
保
育
園
・
幼
稚
園
年
長

児
の
家
族
が
作
成
し
た

わ
が
家
の
ふ
れ
あ
い
ア

ル
バ
ム

の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
が
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
と
、

す
べ
て
の
大
人
が
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
く
と
い

う
機
運
の
高
ま
り
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

月

日
（
日
）
総
合
体
育
館
に

お
い
て
第

回
石
川
県
綱
引
選
手
権

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
で
開
催
さ
れ
た
今
大
会
は
、

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

月

日
に
行
わ
れ
た
町
綱
引
選

手
権
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
当
町

チ
ー
ム
も
多
数
参
加
し
、
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
賭
け
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】羽
咋
消
防
署
綱
引
ク
ラ
ブ

【
女
子
の
部
】ス
パ
ー
ク
志
賀

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】庄

な
お
、
女
子
の
部
で
優
勝
し
た
当

町
チ
ー
ム
、
ス
パ
ー
ク
志
賀
は
、
石

川
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出
場
権

を
獲
得
し
ま
し
た
。

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
の
言

葉
の
意
味
は
男
性
、
女
性
を
問
わ
ず
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
は
、

・
身
体
的
暴
力

・
精
神
的
暴
力

（
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
暴
言
を

吐
く
、
何
を
言
っ
て
も
無
視
す
る
、

行
動
を
細
か
く
監
視
す
る
）

・
性
的
暴
力

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
家
庭
内
に
お
い
て
行
わ
れ

る
た
め
、
外
部
か
ら
の
発
見
が
困
難
で
、

し
か
も
加
害
者
に
罪
の
意
識
が
薄
い
と
い

う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
周
囲
も
気
付
か
な

い
う
ち
に
、
暴
力
が
激
化
し
、
被
害
が
深

刻
化
し
や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

相
談
先石

川
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

月

金
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前

時

分

午
後

時

分

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

月

金

午
前

時

午
後

時

土
、日
、祝
日

午
前

時

午
後

時

もも
しし
ああ
なな
たた
がが
、、

も
し
あ
な
た
が
、

被被
害害
をを
受受
けけ
てて
いい
たた
らら

被
害
を
受
け
て
い
た
ら

意見発表者の皆さん

啓発標語優秀賞
受賞者の皆さん

勝利を目指して

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

は
犯
罪
で
す

は
犯
罪
で
す



見
あ
げ
れ
ば
中
天
の
月
冴
え
わ
た
る
闇
の
宇
宙
お
お
ぞ
ら

照
ら
さ
れ
見
え
る

石
田

豊

大
い
ち
ょ
う
樹
齢
重
ね
て
見
つ
め
お
り
嫁
ぎ
し
日
も

逝
き
た
る
日
を
も

福
島

信
子

静
か
な
る
神
社
の
松
に
手
を
当
て
る
昔
を
想
ふ

か
く
れ
ん
ぼ
せ
し
事

蕪
木

芳
子

絵
手
紙
の
出
来
映
え
問
は
じ
わ
れ
の
名
の
い
も
判
押
せ
ば

何
か
落
ち
着
く

安
中
加
奈
子

ゆ
っ
く
り
と
時
を
知
ら
せ
る
古
時
計
十
余
年
振
り
の

音
に
き
き
い
る

向
永
い
み
子

筆
談
で
薬
の
飲
み
方
告
げ
た
れ
ば
不
安
げ
な
れ
ど

小
女
頷
く

泉

広
栄

ひ
ら
ひ
ら
と
枯
葉
が
お
ど
る
山
道
を
慎
重
に
行
く

夜
の
運
転

岩
上

久
枝

霙
降
る
夜
に
こ
ぼ
れ
散
る
街
明
か
り
車
走
り
て

人
の
恋
し
き

田
端

正
敏

草
む
ら
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
並
べ
お
き
湧
水
す
く
い
し

昏
き
夏
の
日

坂
井
外
志
子

前
向
き
の
話
を
せ
よ
と
老
我
れ
を
叱
り
て
く
れ
る

無
二
の
友
あ
り

越
後

一
子

沖
縄
の
土
産
と
孫
の
持
ち
来
た
る
魔
除
獅
子
飾
り

出
入
り
撫
で
お
り

東

操

柿
の
実
の
た
わ
わ
里
道
児
童
こ

ら
通
う
朱
き
も
実
の
り
も

見
上
ぐ
る
こ
と
な
く

芳
岡

典
子

海
の
辺
に
工
事
の
人
ら
働
け
り
殴
り
く
る

雨
草
の
散
り
散
り

中
田

和
子

縄
の
れ
ん
お
い
で
と
招
く
柳
腰

西
尾

海
春

川
柳
は
時
代
を
写
す
万
華
鏡

平
島

凡

猫
柳
ゆ
れ
る
心
を
見
て
し
ま
う

窪

洋
子

過
去
を
知
る
柳
行
李
も
セ
ピ
ア
色

林

ち
よ
子

成
人
の
振
り
袖
姿
柳
腰

赤

ふ
じ

カ
カ
小
言
柳
に
風
と
受
け
流
し

古
森

勝

美
女
が
酌
酔
い
早
く
来
る
コ
ッ
プ
酒

西
尾

善
春

乾
杯
に
持
っ
た
コ
ッ
プ
の
お
ご
そ
か
さ

坂
下
二
三
子

コ
ッ
プ
か
ら
こ
ぼ
れ
る
酒
に
口
が
い
く

木
村
よ
し
子

居
心
地
が
悪
い
コ
ッ
プ
の
中
の
嘘

山
本

静
香

嫁
ぐ
娘
へ
親
の
コ
ッ
プ
が
ゆ
れ
に
揺
れ

石
田

雪
路

紙
コ
ッ
プ
み
た
い
に
派
遣
捨
て
ら
れ
る

小
松

彰
一

変
わ
っ
た
な
あ
、
あ
の
娘
も
子
供
産
ん
で
か
ら
須
磨
ひ
ろ
し

内
閣
は
変
わ
る
は
変
わ
る
目
が
回
る

遠
藤
美
朝
子

変
わ
り
ゆ
く
も
み
じ
参
道
本
願
寺

西
村
と
し
子

気
変
り
は
た
ま
に
は
有
る
さ
暮
の
空

木
村

貞
涼

誓
い
ま
す
変
わ
ら
ぬ
愛
の
友
白
髪

前
田

志
津

久
し
振
り
変
わ
っ
た
友
に
見
る
我
が
身

須
曽

正
子

変
り
身
が
早
く
回
り
が
追
い
付
け
ず

坂
野
か
ほ
る

八
十
余
有
為
転
変
の
年
重
ね

小
松

糸
葉

考
え
る
川
柳
作
り
ボ
ケ
防
止

上
田

利
雄

マ
グ
ロ
高
牛
す
き
焼
き
で
メ
タ
ボ
腹

高
島

和
子

エ
ト
の
牛
景
気
悪
さ
に
モ
ウ
嫌
だ

中
畑

良
則

食
べ
て
寝
て
牛
の
よ
う
だ
と
笑
わ
れ
る

芝
山

照
子

ビ
ー
ル
飲
む
松
阪
牛
の
肌
光
る

み
や
み
ち
さ
か
し

の
ん
び
り
と
歩
む
と
決
め
た
丑
の
年

田
畑

幸
子

メ
タ
ボ
牛
競
り
に
掛
け
ら
れ
一
等
賞

小
松

康
子

年
を
取
り
達
者
を
願
う
牛
の
乳

長
田
千
枝
子

丑
年
に
自
分
の
背
中
丸
く
な
る

川
上

冨
子

丑丑
年年
もも
石石
橋橋
たた
たた
きき
渡渡
らら
なな
いい

能能
登登

秀秀
雄雄

丑
年
も
石
橋
た
た
き
渡
ら
な
い

能
登

秀
雄

健健
康康
はは
金金
をを
掛掛
けけ
てて
もも
買買
ええ
ぬぬ
物物

中中
屋屋
アア
キキ
子子

健
康
は
金
を
掛
け
て
も
買
え
ぬ
物

中
屋
ア
キ
子

小
春
日
の
空
を
突
く
よ
な
ク
レ
ー
ン
車
鉄
筋
の
箱

組
み
合
わ
せ
た
り

浦
野
タ
ツ
子

御
来
光
と
お
も
い
お
が
み
ぬ
朝
焼
け
の
槍
ヶ
岳
よ
り

の
ぼ
る
日
の
出
を

吉
崎
て
い
子

【
コ
ラ
ム
】

須
广
ひ
ろ
し

紋
切
り
型
の
賀
状
よ
り
一
区
添
え
た
賀
状
は
嬉
し
く

楽
し
い
も
の
で
す
。
賀
状
の
句
は
固
く
考
え
ず
気
楽
な

挨
拶
句
と
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
勿
論
忌い

み
言

葉
や
礼
を
失
く
し
た
も
の
は
タ
ブ
ー
で
す
が
、

俳
人
協
会
長
の
鷹
羽
狩
行
氏
は

賀
状
の
句
は
単
な
る

新
年
の
句
で
は
工
夫
が
足
り
な
い
。
其
の
年
の
干
支
を

詠
み
込
め
ば

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
年
の

干
支
に
対
す
る
挨
拶
で
も
あ
り
ま
す
。
賀
状
に
一
区
添

え
て
楽
し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ラ
ム
】

須
广
ひ
ろ
し

紋
切
り
型
の
賀
状
よ
り
一
区
添
え
た
賀
状
は
嬉
し
く

楽
し
い
も
の
で
す
。
賀
状
の
句
は
固
く
考
え
ず
気
楽
な

挨
拶
句
と
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
勿
論
忌い

み
言

葉
や
礼
を
失
く
し
た
も
の
は
タ
ブ
ー
で
す
が
、

俳
人
協
会
長
の
鷹
羽
狩
行
氏
は

賀
状
の
句
は
単
な
る

新
年
の
句
で
は
工
夫
が
足
り
な
い
。
其
の
年
の
干
支
を

詠
み
込
め
ば

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
年
の

干
支
に
対
す
る
挨
拶
で
も
あ
り
ま
す
。
賀
状
に
一
区
添

え
て
楽
し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。



雲
垂
れ
て
能
登
極
月
の
涛な
み

哮た
け

る

須
广
ひ
ろ
し

縄
に
波
の
花
舞
ふ
能
登
二
見

森
下
い
わ
お

初
雪
や
遊
女
名
残
り
の
紅
格
子

冨
地

重
内

つ
た
紅
葉
散
り
て
廃
屋
現
る
る

服
部

次

雀
か
と
直
線
に
飛
ぶ
枯
葉
か
な

丸
田

歩
拙

大
波
も
小
波
も
あ
り
て
年
の
暮

川
田
ま
さ
を

子
に
送
る
荷
物
の
中
に
柿
落
葉

大
乗

大
城

こ
ぼ
れ
種
は
じ
め
て
咲
け
り
枇
杷
び

わ

の
花

安
井
ふ
さ
の

良
く
笑
ふ
祖
母
似
の
嬰や
や

や
小
六
月

長
根
尾
郁
恵

リ
ハ
ビ
リ
も
ス
ト
レ
ス
解
消
初
霰

須
广
と
み
子

落
葉
掃
く
浄
土
の
旅
の
独ひ
と

り
ご
と

藤
沢

鶴
女

寺
を
継
ぐ
赤
子
生
ま
る
る
親
鷲
忌

浅
野

照
子

ジ
ャ
ワ
島
の
戦
争
ば
な
し
父
炬
燵

新
沢

和
子

能
登
に
住
ま
ひ
鰤
大
根
の
湯
気
に
酔
ふ

小
島

史
子

ほ
の
ぼ
の
と
冬
く
る
町
の
絵
画
展

深
美

白
鳥

虫
喰
ひ
の
あ
る
蔦つ
た

紅
葉
池
の
坊

堀
内

一
也

豆
が
ら
の
炎
の
色
は
師
走
色

池
田

玲
子

枝
先
の
や
が
て
散
り
ゆ
く
枯
葉
か
な

高
岩
み
つ
る

更
地
増
え
木
枯
自
由
奔
放
に

堀

綾
子

三
代
の
沢
庵
石
の
大
中
小

前
川
美
代
子

柚
子
風
呂
に
手
指
足
指
遊
ば
せ
り

安
田
紀
美
恵

街
の
灯
や
第
九
流
れ
て
暮
れ
早
し

淵
端

三
之

近
況
を
ひ
と
言
そ
え
て
賀
状
か
な

浅
子

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

教教
室室

芸芸
文文

作
品
募
集

放
送
大
学

月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
で
き
、
幅
広
い
分

野
で
の
学
習
が
可
能
で
す
。
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

﹇
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
﹈

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
募
集
期
間
は
平
成

年

月

日
ま
で
）

放
送
大
学

月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

茶
の
花
や
う
す
日
差
し
込
む
明
蓮
寺

土
田

清
枝

山
よ
り
山
ま
た
ぎ
て
冬
の
虹
か
か
る

吉
田

外
江

予
後
の
身
を
労
は
り
な
が
ら
冬
至
風
呂

大
島

朋
子

静
け
さ
や
冬
木
を
照
ら
す
月
明
り

土
田
エ
ミ
子

夕
暮
れ
の
里
に
降
り
立
つ
小
白
鳥

坂
下

豊
子

句
仏
句
碑
か
か
げ
て
寺
苑
お
茶
の
花

北
谷

芳
子

コ
ン
ビ
ニ
や
歳
暮
の
品
の
並
び
を
り

裏
田

弘
美

肩
掛
に
亡
き
母
偲
び
寺
参
り

細
川
ふ
じ
子

母
あ
り
し
庭
の
片
隅
木
守
柿

坂
下

草
風

故
里
に
暮
ら
す
寧
ら
ぎ
置
炬
燵

鍋
岡
美
智
子

実
南
天
活
け
ら
る
駅
に
バ
ス
を
待
つ

中
田

淑
子

つ
れ
づ
れ
の
庭
の
眺
め
や
薮
柑
子

土
田
ま
つ
い

枯
葉
踏
む
今
年
も
出
合
う
報
恩
講
心
清
め
て

箸
を
進
め
る

み
さ
の

う
ど
ん
げ
の
花
咲
き
過
ぎ
し
幾
年

い
く
と
せ

か
老
い
た
る
吾
が
身

八
十
の
夜
明
に

栄

熊
野
路
の
想
い
出
重か
さ

ね
子ね

年
行
ど

し

く
還
暦
過
ぎ
し

志
加
浦
の
友

松
本
理
希
三

新
し
き
年
を
迎
え
共
々
に
幸
多
か
れ
と

祈
る
朝
餉げ

に

智
子

満
月

と
名
付
け
ら
れ
た
る
蝋
梅
の
茎
膨
ら
む

寒
気
の
中
で

雪
門

年
の
瀬
や
な
す
こ
と
多
く
気
も
あ
せ
り

ニ
人
揃
っ
て
新
年

あ
ら
と
し

迎
え

智
子
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1月 コース 場　所・　時間

　6日（火）
熊　野
福　浦

① 熊野多目的集会場　　13:30
② 福浦郵便局前　　　　14:00

　7日（水） 稗　造
① 東小室バス停　　　　13:20
② 鵜野屋バス停　　　　13:50

　8日（木） はまなす園　　　　　　　14:00

　9日（金） 有縁の荘　　　　　　　　14:00

14日（水） 保育所
① ますほ保育園　　　　14:40
② とぎ保育園　　　　　15:00

20日（火）
東増穂

① 八幡公民館　　　　　13:10
② アイリス (老保 )　　　13:30
③ ますほの里 (特養 )　　14:10

志賀町デイサービスセンター　14:00

21日（水） 西増穂

① 大福寺干場商店前　　13:10
② 稲敷集会場　　　　　13:30
③ 西増穂郵便局前　　　13:40
④ はまなす園デイサービスセンター　13:50
⑤ とぎ地域福祉センター　14:10

22日（木）
西　海
西　浦

① 前浜バス停前　　　　13:30
② 笹波バス停　　　　　13:40
③ のぞみの里　　　　　13:50
④ 赤崎作業場前　　　　14:00
⑤ 西海長畑商店前　　　14:30

はまなす園　　　　　　　14:00

◆
お
す
す
め
の
本
◆

○
オ
ズ
の
魔
法
使
い 
 

Ｌ
．
フ
ラ
ン
ク
・
ボ
ウ
ム　

　

竜
巻
で
飛
ば
さ
れ
、
見
知
ら
ぬ

不
思
議
な
世
界
に
や
っ
て
き
た
ド

ロ
シ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
カ
ン
ザ

ス
に
帰
る
た
め
、
魔
法
使
い
の
オ

ズ
に
会
い
に
い
き
ま
す
。
途
中
で

出
会
っ
た
か
か
し
や
ブ
リ
キ
の
き

○
か
ぜ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

知
っ
て
防
ご
う

 

岡
部　

信
彦　

　

分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
分
か
っ

て
い
な
い
「
か
ぜ
」
と
「
イ
ン
フ

1月
12月28日㈰～１月5日㈪
・12日(月祝)・19日㈪
１月26日㈪～2月6日㈮
 開館時間
 平　　日　9：30～ 18：00
 土･日・祝　9：30～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館 ■32－1740        
 志賀町立富来図書館 ■42－2777        

休館日のご案内

◆
新
着
の
本
◆

○
彼
岸
花 

宇
江
佐
真
理

○
宇
宙
を
孕
む
風 

片
山　

恭
一

○
ど
こ
か
ら
行
っ
て
も
遠
い
町 

川
上　

弘
美

○
い
つ
か
Ｘ
橋
で 

熊
谷　

達
也

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
ポ
ー
ト
レ
イ
ト 

桜
庭　

一
樹

○
天
使
の
歩
廊 

中
村　
　

弦

○
謝
罪
の
時
代 

曽
野　

綾
子

○
家
庭
医
学
大
事
典　

小　

学　

館

●
お
は
な
し
会

　
：

１
月
７
日(

水)

・
21
日(

水)

午
後
４
時
か
ら　
　

　

：

絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

　

：

１
月
10
日(

土)

・
24
日(

土)

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら　
　

　

：

絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
上
映
会

　

こ
ろ
わ
ん
の
お
は
な
し

　

・
こ
ろ
わ
ん
と　

し
ろ
い
く
も

　

・
か
く
れ
ん
ぼ　

こ
ろ
わ
ん

　

：

１
月
17
日(

土)

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

　

：

２
階
・
視
聴
覚
室

◆特別整理期間　休館のお知らせ◆
１月26日（月）～2月6日（金）
蔵書点検のため休館します

　返却し忘れている本・雑誌・ＣＤ・ビデオ・Ｄ
ＶＤなどはありませんか？ありましたらお早めに
返却をお願いします。休館中の返却はブックポス
トをご利用ください。ご迷惑をおかけしますが、
皆さんのご協力をお願いします。
　２月７日（土）から通常どおり開館します。 

　

絵
本
作
家
が
自
ら
朗
読
す
る
人
気

絵
本
「
こ
ろ
わ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
の
動

画
絵
本
で
す
。
お
楽
し
み
に
!!　
　

こ
り
、
臆
病
な
ラ
イ
オ
ン
ら
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
の
り

こ
え
て
…
…
。
お
な
じ
み
の
お
話

を
斬
新
な
イ
ラ
ス
ト
と
江
國
香
織

さ
ん
の
訳
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ル
エ
ン
ザ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
原

因
、
症
状
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
抵

抗
を
示
す
免
疫
、
予
防
法
、
治
療

法
な
ど
を
解
説
。
小
中
学
生
に
も

分
か
り
や
す
い
一
冊
で
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
０
０
９
年
も
良
い
本
と
出
会
え
る
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…

大
相
撲
本
の
展
示　
＝
阿
部
宏
氏
が
寄
贈
＝

　

期
間
：
１
月
６
日（
火
）
〜
24
日（
土
）

　

場
所
：
志
賀
町
立
図
書
館　

１
階

　

昨
年
10
月
に
「
大
脱
線
！
大
相
撲
雑
学
手
帖
」
と
題

し
て
講
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

阿
部
宏
氏
（
志
賀
町
出
身
）
か
ら
、
大
相
撲
に
関
す
る

書
籍
を
136
冊
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
新
古
今
大

相
撲
事
典
』『
歴
史
横
綱
お
も
し
ろ
史
話
』
な
ど
が
あ
り
、
相
撲
の
歴
史
や
相
撲
界

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
床
山
さ
ん
、
お
か
み
さ
ん
、
ち
ゃ
ん
こ
な
ど
、
手
に

取
れ
ば
す
ぐ
相
撲
通
に
な
れ
そ
う
な
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
新
春
よ
り
展
示
し

ま
す
の
で
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。



志賀町児童館

　

大
切
な
人
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
に
ト
ラ
イ
。
器
用

に
直
線
や
ハ
ー
ト
の
形
を
切
り
ぬ
い

て
い
き
ま
す
。
カ
ー
ド
に
星
や
ハ
ー

ト
の
パ
ー
ツ
を
飾
っ
て
個
性
的
に
ア

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
作
り
を
し
ま

し
た
。オ
ア
シ
ス
に
セ
ッ
カ
ン
ス
ギ
、

金
宝
樹
、
赤
い
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、
松

　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
「
ペ
イ
ン

ト
」
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
マ
ウ
ス
を
自

由
に
動
か
し
た
り
、
名
前
や
絵
を
書

く
練
習
を
し
た
り
し
て
積
極
的
に
パ

ソ
コ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。そ
の
後
、

年
賀
状
作
り
。「
パ
ソ
コ
ン
う
ま
く

な
り
た
い
な
」
と
い
い
な
が
ら
「
ケ

ロ
ロ
軍
曹
」「
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」
と

い
っ
た
絵
柄
の
色
彩
豊
か
な
年
賀
状

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

 

切
り
絵
教
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

 
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
（
年
賀
状
作
り
）

★申し込み、お問い合せは

　　志賀町児童館　まで　℡   32-1724

１０日(土)　正月遊び　　　　　　　　　　１３：３０～
１７日(土)　移動児童館(上熊野公民館)　　 １０：００～
２５日(日)　バトンキッズ　　　　　　　 　 １３：３０～
３１日(土)　オセロ大会　　　　　　　　　１３：３０～

レ
ン
ジ
。「
マ
マ
大
好
き
」「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」
な
ど
心
の
こ
も
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
、
可
愛
ら
し
い

カ
ー
ド
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

ぼ
っ
く
り
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
や
配
置

を
考
え
な
が
ら
思
い
思
い
に
差
し
込

み
ま
す
。
同
じ
材
料
で
も
仕
上
が
り

は
十
人
十
色
。
華
や
か
な
出
来
栄
に

子
ど
も
た
ち
も
大
満
足
。
友
達
と
見

比
べ
な
が
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
彩
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

1 月 の 行 事 予 定

　

今
月
の
移
動
児
童
館
は
上
熊
野
地

区
で
す
。
１
月
17
日
（
土
）
10
時
か

ら
上
熊
野
公
民
館
に
て
。
牛
乳
パ
ッ

ク
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク

パ
ズ
ル
を
作
り
ま
す
。
友
達
と
一
緒

に
ゲ
ー
ム
遊
び
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
８
日
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
か
ら
児
童
館
、
志
賀
・
堀
松
・

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
に
、
も
ち
米
60
㎏
を
、
ま

た
、
高
浜
町
の
村
井
隆
子
さ
ん
よ

り
た
く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
嬉
し
い
ご

好
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

正
月
あ
そ
び

　

新
春
、
児
童
館
で
は
正
月
遊
び
、

オ
セ
ロ
大
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

素
敵
な
賞
品
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に

遊
ん
で
寒
い
冬
を
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

金
宝
樹

赤

松

移
動
児
童
館



　お問い合わせ先 ……

　北陸電力㈱アリス館志賀　　３２-4321
　　　開館時間　9:00～ 16:30( 入館無料 )

お問い合わせ先 ……お問い合わせ先 ……

北陸電力㈱アリス館志賀 　３２-4321
開館時間　9:00～ 16:30( 入館無料 )

３

アリス館志賀アリス館志賀
催し物 工作コーナー
★新春イベント
   1月11日(日)～12日(月・祝)
　　「スタンプラリー」や「クイズ」でガチャガチャの
チャンスをゲットしよう !!「開運おみくじ」や「日替
わり工作」などお楽しみいっぱい。１２日はくまっこ
隊さんの「おはなし会」があるよ。2009年も楽しい
イベントを用意してま～す
☆アリス館に遊びに来てね !!　　　　　　

　　　　　*都合により内容を変更する場合があります。

★おにきんちゃく
   1月4日(日)～2月3日(火)
紙コップを使って、かわいいきんちゃくを作ろう !!
　

★冬のとくべつ工作
   1月の土・日限定 ( １/4、11、12は除く )

　何を作るかはアリス館に来てからのお楽しみだよ !!
　　* 必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
　　*都合により内容を変更する場合があります。 

『
上
下
水
道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
』
が
変
わ
り
ま
す
。

　

毎
月
、
月
初
め
に
上
下
水
道
使
用
水
量
の

検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、『
上

下
水
道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
』
を
発
行
し

て
い
ま
す
が
、
１
月
分
（
12
月
使
用
分
）
の

お
知
ら
せ
か
ら
左
記
の
よ
う
に
様
式
が
変
わ

り
ま
す
。

　

変
更
に
な
る
の
は
、
下
段
の
【
上
下
水
道

料
金
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
】
に
つ
い
て
で

す
。
前
回
分
（
前
月
分
）
の
お
知
ら
せ
を
し

上下水道課からのお知らせ

て
い
ま
し
た
が
、今
回
か
ら
前
々
回
分
（
前
々

月
分
）
の
お
知
ら
せ
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
調
整
す
る
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
書

は
、
12
月
中
旬
に
区
長(

生
産
組
合
長)

を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
地
区
ご
と
に
取
り
ま

と
め
の
上
、
１
月
10
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所

が
あ
り
、
平
成
元
年
４
月
１
日
以
前
に
出
生

し
た
人
で
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

②
①
の
者
の
同
居
の
親
族
か
配
偶
者
で
、
年

間
60
日
以
上
農
地
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
農
業
委
員

ま
た
は
委
員
会
事
務
局
（
☎
32-

９
２
９
０
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
に
つ
い
て

21
年
１
月
か
ら

11 月分（10 月
使用分）の口座
振替のお知らせ
になります。

12 月分（11 月
使用分）のお知
らせです。



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

月月 日日現現在在月 日現在

【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。

氏

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

井

椛
も
み
じ

義

則

千

鶴

西
海
久
喜

須
磨

ひ
な

祐

介

真
理
子

町

中
越

花
音
か
の
ん

充

康

香

織

高
浜
町

小
波

う
た

久

喜

亜
矢
子

直

海

高
橋

那
侑
な

ゆ

直

之

美
智
子

高
浜
町

谷
内

結
香
ゆ
う
か

友

二

香
代
子

高
浜
町
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当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所
日

（木 祝）
とどろき医院 羽咋市鶴多町

まとば中央薬局 羽咋市的場町
保志場内科クリニック 羽咋市的場町

日
（金）

平場内科クリニック 羽咋市中央町 クスリのアオキ羽咋店
青木二階堂薬局 羽咋市石野町

松沼医院 宝達志水町敷波
日

（土）
田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町 笠原健招堂薬局

コ ー プ 店 志賀町里本江
志賀クリニック 志賀町高浜町

日
（日）

羽咋診療所 羽咋市柳橋町
羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田

四蔵医院 志賀町仏木
日

（日）
金田内科医院 羽咋市千里浜町

高 田 薬 局 羽咋市川原町
向病院 志賀町富来領家町

日
（月 祝）

加藤病院 志賀町高浜町
カ ワ サ キ 薬 局 羽咋市旭町

おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町
日

（日）
松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下町

赤 川 薬 局 志賀町末吉
ひよりクリニック 志賀町富来地頭町

日
（日）

松柳医院 羽咋市島出町
富来あおぞら薬局 志賀町富来地頭町

疋島クリニック 羽咋市旭町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所
日

（木 祝）
とどろき医院

まとば中央薬局
） 保志場内科クリニック

日
（金）

平場内科クリニック クスリのアオキ羽咋店
青木二階堂薬局松沼医院

日
（土）

田村眼科クリニック 笠原健招堂薬局
コ ー プ 店志賀クリニック

日
（日）

羽咋診療所
羽咋菜の花薬局

四蔵医院
日

（日）
金田内科医院

高 田 薬 局
向病院

日
（月 祝）

加藤病院
カ ワ サ キ 薬 局

） おおの整形外科クリニック
日

（日）
松江外科胃腸科医院

赤 川 薬 局
ひよりクリニック

日
（日）

松柳医院
富来あおぞら薬局

疋島クリニック
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このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真等コメントを添えて情報推進課広報放送係までお送りください。

職　種 区分 人員 職務内容 応募資格 勤務期間・時間 賃　金

Ａ
保　育　士
（町内保育園）

嘱託員 3名 保育園の保育
業務

保育士資格を有する人、
または平成21年3月末
日までに取得見込みの人

H21.4.1 ～ 22.3.31
8:30～ 17:15
※変則勤務時間有

月額
　144,500円

Ｂ
児童クラブ指導員
（町内放課後児童クラブ）

臨時職員 １名 放課後児童ク
ラブの指導

教員免許若しくは保育士資
格または児童クラブなど勤
務経験のある人

H21.4.1 ～ H21.9.30
※半年間を限度に雇用延長有
10:15～ 19:00
※変則勤務時間有

時給
　850円

Ｃ
調　理　員
(町内保育園 )

嘱託員 ４名 保育園の調理
業務

調理師免許を有する人（取
得見込み含む）、または保育
所調理業務の経験のある人

H21.4.1 ～ H22.3.31
8:30～ 17:15

月額
　137,200円
※調理師資格の無い場合
　133,100円

Ｄ
調　理　員

(学校給食共同調理場 )
臨時職員 １名 学校給食の調

理業務 資格は問わない

H21.4.1 ～ H21.9.30
※半年間を限度に雇用延長有
8:15～ 16:15

※変則勤務時間等：学校が休業のため給
　食業務がない場合は勤務を要しない

時給   790円
※ただし、調理師免許ま
　たは栄養士免許の有資
　格者の場合
　　   820円

Ｅ
運転手及び
学校校務員
（富来中学校）

嘱託員 １名
マイクロバス
運転業務およ
び学校校務

自動車運転免許（大型一種
または二種）を有する人

1日につき8時間とし、勤務
開始および終了時間は学校長
の定める時間

月額
　137,200円

Ｆ
学校校務員
(富来小学校 )

臨時職員 １名 富来小学校の
校務 資格は問わない

H21.4.1 ～ H21.9.30
※半年間を限度に雇用延長有

8:30～ 17:15

日額
　5,900円

Ｇ
図書館司書
（富来図書館）

嘱託員
又は

臨時職員
２名 富来図書館の

司書

司書資格を有する人または
大学を卒業し、司書資格の
取得に意欲のある人

H21.4.1 ～ 22.3.31
8:30～ 17:15

※変則勤務あり　休館日：月

月額
　144,500円
※司書資格のない人 　
　140,100円

Ｈ
プール受付
等業務員　

（富来海洋センター）

臨時職員 １名
海洋センター
の窓口および
監視業務

資格は問わない
H21.4.1 ～ H21.9.30
※半年間を限度に雇用延長有
8:30～ 17:30

※変則勤務時間有　休館日：月

日額
　6,400円

Ｉ
医療事務補助員
（志賀クリニック）

嘱託員 １名 志賀クリニッ
ク医療事務

医療事務技能資格を有する人
※診療報酬請求事務能力認定試験、医療
　事務技能審査試験の資格、または同等
　の資格を有する人

H21.4.1 ～ 22.3.31
8:30～ 17:30
※変則勤務時間有

月額
　144,500円

Ｊ
医療事務補助員
（富来病院）

嘱託員 １名 富来病院受付
事務

医療事務技能資格を有する
人または医療事務経験３年
以上有する人

H21.4.1 ～ H22.3.31
8:30～ 17:30
※変則勤務時間有

月額
　144,500円

Ｋ
薬局補助員
（富来病院）

臨時職員 １名 富来病院薬局
事務 資格は問わない

H21.4.1 ～ H21.9.30
※半年間を限度に雇用延長有
8:30～ 17:30
※変則勤務時間有

日額
　5,900円

Ｌ
診療報酬審査
事務補助員　

日々雇用
職員　　 １名 住民課

医療事務技能資格または診
療報酬審査事務の経験のあ
る人

H21.4.1 ～ H21.9.30
※半年間を限度に雇用延長有

8:30～ 17:30

日額
　6,800円
有資格者または3年以
上の勤務経験のある場合

※賃金は勤務経験年数により増額する場合があります。

◇勤務条件　詳細は役場総務課、富来支所に備え付けて
ある「志賀町臨時職員等募集要項」、または
志賀町ホームページで確認してください。

◇申込期間　平成 20年 12月 26日（金）から
　　　　　　平成 21年 １ 月 23 日（金）
◇申込方法
　・申込期間内に所定の申込用紙（総務課、富来支所で

交付及びホームページでダウンロード）に必要事項

を記入し、必要書類を添付の上、志賀町役場（総務
課）へ提出してください。

　・郵送の場合は、封筒の表に「臨時職員申込書」と朱
書きし、郵送してください。（当日消印有効）

◇選考方法　　面接試験により選考します。
◇選考試験　　期日：平成２１年２月８日（日）（予定）
　　　　　　　会場：志賀町役場　　
◇問い合せ先
　役場総務課人事担当（☎３２－９３１１）

職　種 区分 人員 職務内容 応募資格 勤務期間・時間 賃　金

平成２１年度平成２１年度　　町臨時職員を募集します町臨時職員を募集します


